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第
70
回
目
の
通
常
総
代
会
が
、
令
和

３
年
４
月
６
日
㈫
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
中
で
猛
威
を

振
る
い
、
外
食
向
け
や
加
工
向
け
の
農

畜
産
物
を
中
心
に
、
需
給
の
不
安
定
な

情
勢
が
続
い
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
当
Ｊ
Ａ
も
コ
ン

ト
ラ
ク
タ
ー
事
業
を
軸
と
し
た
適
正
な

輪
作
体
系
の
維
持
や
労
働
力
確
保
対
策

に
努
め
、
安
全
・
安
心
な
食
料
の
安
定

供
給
と
持
続
可
能
な
農
業
の
推
進
、
生

産
資
材
の
安
定
供
給
な
ど
、
地
域
農
業

に
根
差
し
た
Ｊ
Ａ
事
業
を
実
践
し
て
ま

い
り
ま
す
。　

　

総
代
会
は
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
が
結

集
す
る
Ｊ
Ａ
の
最
高
意
思
決
定
機
関
で

す
。
総
代
各
位
の
建
設
的
な
ご
意
見
を

頂
き
た
く
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。　

　
●
日
　
時　
令
和
３
年
４
月
６
日
㈫　

　
　
　
　
　

９
：
０
０
開
会

　
　
　
　

（
受
付
は
８
：
３
０
か
ら
）

●
場
　
所　
美
瑛
町
農
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　

農
業
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

３
階
大
会
議
室

●
お
願
い　

当
日
は
日
当
を
支
給
い
た

し
ま
す
の
で
、
必
ず
印
鑑

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。　

◆
提
出
議
案
　

決
算
報
告　
　

令
和
２
年
度
貸
借
対
照

表
、
損
益
計
算
書
、
お

よ
び
注
記
表
な
ら
び
に

会
計
監
査
の
監
査
お
よ

び
監
事
の
監
査
報
告
に

つ
い
て　

議
案
第
１
号　

令
和
２
年
度
事
業
報
告
、

剰
余
金
処
分
案
の
承
認

に
つ
い
て

議
案
第
２
号　

定
款
の
一
部
変
更
に
つ

い
て　
　
　

議
案
第
３
号　

共
済
規
程
の
変
更
に
つ

い
て　
　
　

議
案
第
４
号　

令
和
３
年
度
事
業
計
画

の
設
定
に
つ
い
て　

議
案
第
５
号　

賦
課
金
の
賦
課
お
よ
び

徴
収
方
法
に
つ
い
て　

議
案
第
６
号　

役
員
報
酬
の
支
給
に
つ

い
て　

議
案
第
７
号　

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
報
告
事
項

１
．
労
働
保
険
事
務
組
合
の
令
和
２
年

度
徴
収
・
納
付
状
況
の
報
告
に
つ

い
て　

２
．
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
の
変
更
に

つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
色
濃

く
受
け
た
令
和
２
年
度
の
総
括
と
、
今
後

の
事
業
方
針
を
定
め
る
た
め
の
定
期
総
会

が
、
各
部
会
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

　

馬
鈴
薯
生
産
部
会
は
、
２
月
17
日
に
定

期
評
議
員
会
を
開
催
。
全
体
的
に
高
値
で

推
移
し
た
昨
年
度
を
振
り
返
っ
た
ほ
か
、

よ
り
高
品
質
な
馬
鈴
薯
の
栽
培
を
め
ざ
し

て
、
評
議
員
会
終
了
後
に
は
研
修
会
も
行

わ
れ
ま
し
た
。　

　

２
月
18
日
の
ニ
ン
ジ
ン
生
産
部
会
定
期

総
会
に
は
、
７
名
の
部
会
員
が
出
席
。
対

応
が
急
が
れ
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
不
足
問

題
や
、
昨
年
の
総
会
で
話
し
合
い
導
入
し

た
、
新
し
い
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
グ
に
つ
い
て

議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。　

　

３
月
４
日
に
は
、
加
工
馬
鈴
薯
コ
ン
ト

ラ
協
議
会
の
定
期
総
会
が
開
催
。
協
議
会

が
発
足
し
て
４
年
目
と
な
る
、
令
和
２
年

度
の
事
業
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
今
回
の

総
会
で
は
利
用
料
の
値
上
げ
や
要
領
の
整

備
な
ど
、
協
議
会
と
し
て
の
体
制
を
よ
り

強
固
に
す
る
た
め
の
議
案
が
審
議
さ
れ
ま

し
た
。　

　

３
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
百
合
根
生
産

各
生
産
部
会
で
定
期
総
会
が
開
催

各
生
産
部
会
で
定
期
総
会
が
開
催

令
和
３
年
度
の
事
業
方
針
を
定
め
る

令
和
３
年
度
の
事
業
方
針
を
定
め
る

4
月
６
日
㈫ 

第
70
回
通
常
総
代
会
で
す

4
月
６
日
㈫ 

第
70
回
通
常
総
代
会
で
す

会　　長

副 会 長

理　　事

理　　事

監　　事

浦　島　貴　之

上　村　昌　規

大　西　智　貴

小　川　玄　大

増　山　勝　範

ウエ ムラ マサ キ

オオ ニシ トモ キ

オ ガワ モト ナガ

マス ヤマ カツ ノリ

加工馬鈴薯コントラ協議会

部 会 長

副部会長

副部会長

監　　事

監　　事

副部会長
（種子部門）

浦　島　貴　之

小　口　元　範

福　本　晋　史

馬　場　英　之

遠　藤　和　明

舟　山　智　章

ウラ シマ タカ ユキウラ シマ タカ ユキ

オ グチ モト ノリ

フク モト シン ジ

バ バ ヒデ ユキ

エン ドウ カズ アキ

フナ ヤマ トモ アキ

馬鈴薯生産部会
部
会
定
期
総
会
に
は
、
21
名
の
部
会
員
の

皆
さ
ん
が
出
席
。
近
年
海
外
で
の
需
要
が

伸
び
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
輸
出
に
向
け

た
対
策
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
議
論
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。　

　

役
員
改
選
が
あ
っ
た
部
会
は
、
左
記
の

通
り
で
す
。



FOCUS

　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
増
反
を
め
ざ
し
て
、

今
ま
で
作
付
け
し
た
こ
と
が
な
い
生
産
者

に
向
け
て
講
習
会
を
。
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
生

産
部
会
が
、
初
の
試
み
と
な
る
新
規
耕
作

者
向
け
の
講
習
会
を
、
２
月
19
日
に
開
催

し
ま
し
た
。　

　

当
日
は
、
新
規
耕
作
予
定
者
２
名
と
、

よ
り
品
質
の
高
い
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
生
産

す
る
た
め
、
基
本
的
な
栽
培
技
術
の
確
認

に
集
ま
っ
た
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
生
産
者
５
名

が
参
加
。
普
及
セ
ン
タ
ー
大
雪
支
所
の
職

員
を
講
師
と
し
て
迎
え
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

の
品
種
特
性
や
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
詳
し
く
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

橋
本
部
会
長
も
、
自
身
の
経
験
を
も
と
に

作
業
や
収
穫
の
コ
ツ
を
話
し
ま
し
た
。　

橋本部会長の説明を熱心に聞く受講者

焦点

　「パラレルノーカー」という言葉をご存じでしょ
うか。複数の仕事を掛け持ちする「パラレルワーカ
ー」という言葉から作られた造語で、農業以外の分
野で働いている皆さんに、農業を副業の一つとして
捉えて選択してもらう、農業分野での新しい働き方
をそう呼んでいます。 
　JA北海道中央会が進めているAGRIACTION！
HOKKAIOのコンセプトの一つである、「農業に
はさまざまな働き方があると知っていただき、仕事
の一つとして考えてもらうためのアクションを起こ
します」に関連して進められているこの取り組みで
は、「農業をする時代から農業もする時代へ」とい
うコンセプトのもと、タレントの藤本美貴さんを起
用したCMの放送も行っています。社会的に副業解
禁の機運が高まることで、慢性的に労働力不足と言
われている農業分野にとっても、働き手を確保する
ための転機が訪れていると言えます。 
　また、昨年は、新型コロナウイルス感染拡大の影
響により、外国人技能実習生が入国できないという
非常事態も発生しました。その結果、繁忙期を迎え
た農村地帯では、作業が間に合わないなどの悲鳴が
あがりました。本来の技能実習生受け入れの目的と
異なってはいますが、働き手の少ない農村地帯で、
技能実習生が重要な労働力として認識されているの
は、周知の事実です。農業分野の労働力不足問題は
深刻で、何かのきっかけで壊滅的な状況に陥ってし
まう危険性をはらんでいます。この状況を打破する
ためにも、農業分野以外で働いている皆さんに、農
業の仕事について詳しく知ってもらい、やってみた
いと感じてもらうことが大切ではないでしょうか。 
　当JAでも、農業の担い手育成、労働力不足の解
消を目的として、１日農業バイト『daywork』の
導入を決め、現在、組合員の皆さんへの周知や、実
際の利用にあたって、アプリ使用方法の説明などに
あたっています。この1日農業バイト『daywork』
は、「パラレルノーカー」の取り組みの一つとして
も位置付けられています。 
　個人の生き方・働き方一つをとっても、数多くの
選択肢が広がる時代となりました。農業の分野でも、
今までのように「農業をする」だけが働き方ではな
い、そんな時代がすぐそこまで来ています。「農業
もする」働き方で広く農業の門戸が開かれることで、
国民の食に対する関心や、農業という仕事に対する
理解が深まることを願っています。
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ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

 

新
規
耕
作
者
向
け

　 

講
習
会
が
開
催
　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

 

新
規
耕
作
者
向
け

　 

講
習
会
が
開
催
　

増
反
を
め
ざ
し
て

増
反
を
め
ざ
し
て

　

長
年
に
渡
っ
て
北
海
道
の
農
業
・
農
村

の
振
興
発
展
に
貢
献
し
、
顕
著
な
功
績
を

あ
げ
た
人
物
・
団
体
が
表
彰
さ
れ
る
北
海

道
産
業
貢
献
賞
（
農
業
関
係
功
労
者
）
を
、

㈱
ジ
ェ
ネ
シ
ス
美
瑛
代
表
の
浦
敏
男
さ
ん

が
受
賞
さ
れ
、
２
月
19
日
に
、
授
賞
式
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
授
賞
式
は
札
幌
市
内

に
て
開
催
さ
れ
、
北
海
道
知
事
よ
り
賞
状

が
授
与
さ
れ
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
、
札
幌
市

で
の
開
催
は
中
止
に
。
上
川
総
合
振
興
局

産
業
振
興
部
長
の
佐
々
木
氏
よ
り
、
美
瑛

町
役
場
応
接
室
に
て
賞
状
が
手
交
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、

角
和
町
長
と

熊
谷
組
合
長

も
お
祝
い
に

駆
け
付
け
、

高
い
志
を
ぜ

ひ
次
の
世
代

に
繋
げ
て
ほ

し
い
と
祝
辞

を
述
べ
ま
し

た
。
浦
さ
ん
、

受
賞
お
め
で

と
う
ご
ざ
い

ま
す
！　

浦
敏
男
さ
ん
が

北
海
道
産
業
貢
献
賞

　
　
　
　
　
を
受
賞
　

浦
敏
男
さ
ん
が

北
海
道
産
業
貢
献
賞

　
　
　
　
　
を
受
賞
　

数
あ
る
功
績
が
認
め
ら
れ
　

数
あ
る
功
績
が
認
め
ら
れ
　

出席者での記念撮影

働き手の確保にも新たな潮流 
「パラレルノーカー」で
副業としての農業を推進 
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部　　長

松本　陽介
〈コタン・美馬牛〉

マツモト ヨウスケ

常任理事

河村　将寿
〈北台・旭〉

カワムラ マサトシ

ブロック長理事

小口　健永
〈宇莫別・郎根内〉

オグチ タケヒサ

副　部　長

浦島　康平
〈北台・旭〉

ウラシマ コウヘイ

監　　事

笠原　裕介
〈宇莫別・朗根内〉

カサハラ ユウスケ

ブロック長理事

真田　雄司
〈北台・旭〉

サナダ ユウジ

常任理事

代田　嵩人
〈宇莫別・朗根内〉

シロタ タカヒト

ブロック長理事

小野　雄貴
〈コタン・美馬牛〉

オノ ユウキ

参　　与

増山　嵩明
〈東瑛・美沢〉

マスヤマ タカアキ

部　　長

江花　　恵
エバナ メグミ

監　　事

有富　幸子
アリトミ サチコ

部　　長

飯原　沙織
イイハラ サオリ

書　　記

栢木　絵理
カヤキ エリ

監　　事

中野　　唯
ナカノ ユイ

常任理事

坂田　敬太
〈東瑛・美沢〉

サカタ ケイタ

ブロック長理事

北村　敬太
〈東瑛・美沢〉

キタムラ ケイタ

参　　与

神成　貴洋
〈東瑛・美沢〉

カンナリ タカヒロ

　

馬
鈴
薯
の
増
反
に
向
け
て
、
ま
ず
は
よ

り
一
層
の
栽
培
技
術
の
向
上
を
。
馬
鈴
薯

生
産
部
会
が
、
３
月
５
日
に
栽
培
講
習
会

を
開
催
し
ま
し
た
。　

　

当
日
は
、
20
名
以
上
の
部
会
員
の
皆
さ

ん
が
出
席
。
栽
培
講
習
会
は
、
例
年
４
地

区
に
分
け
て
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
は
一
括
で
行
い
ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
の
担

当
者
よ
り
、
管
内
で
の
馬
鈴
薯
作
付
け
状

況
の
推
移
や
、
昨
年
多
く
見
ら
れ
た
ソ
ウ

カ
病
へ
の
対
策
の
紹
介
が
あ
っ
た
他
、
カ

ル
ビ
ー
ポ
テ
ト
㈱
か
ら
講
師
を
お
迎
え
し
、

昨
年
の
馬
鈴
薯
の
作
柄
に
つ
い
て
、
振
り

返
り
も
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
話

に
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。　

馬
鈴
薯
生
産
部
会
が

栽
培
講
習
会
を
開
催

馬
鈴
薯
生
産
部
会
が

栽
培
講
習
会
を
開
催
　

青
年
部
・
女
性
部
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会
・
報
徳
社
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
懸
念
か
ら
、
昨
年
同
様
の
書
面
議
決
で
の
定
期
総
会
が
、
２
月
の
後
半
に
か
け
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

　

総
会
資
料
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
振
り
回
さ
れ
、
例
年
に
な
い
形
で
各
種
行
事

を
開
催
あ
る
い
は
中
止
と
し
た
昨
年
度
事
業
を
振
り
返
っ
た
ほ
か
、
新
年
度
の
事
業
内
容
・

方
針
が
そ
れ
ぞ
れ
提
案
さ
れ
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
報
徳
社
以
外
の
３
組
織
で
は
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
時
代
や
社
会
情
勢
に
適
応

し
た
活
動
変
化
が
求
め
ら
れ
る
新
年
度
を
け
ん
引
す
る
、
新
た
な
リ
ー
ダ
ー
が
決
ま
り
ま
し

た
。
各
組
織
の
新
役
員
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

青
年
部
・
女
性
部
・
Ｆ
ミ
セ
ス
会
で
役
員
が
交
代

青
年
部
・
女
性
部
・
Ｆ
ミ
セ
ス
会
で
役
員
が
交
代

収
量
ア
ッ
プ
に
向
け
て

収
量
ア
ッ
プ
に
向
け
て

書
面
議
決
で
の

　
　
定
期
総
会
　

書
面
議
決
で
の

　
　
定
期
総
会
　

部会全体での講習会は初めて
※

敬
称
略

※

〈
　
　
〉　
は
ブ
ロ
ッ
ク
名

令
和
３
年
度　
『
青
年
部
』役
員

令
和
３
年
度　
『
青
年
部
』役
員

令和３年度
『女性部』役員

令和３年度
『女性部』役員

令和３年度
『フレッシュミセス会』役員

令和３年度
『フレッシュミセス会』役員



▼
総
務
部
▲

　
　

Ｊ
Ａ
提
出
物
専
用
の
書
類
受
入
箱

の
設
置
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
、
人
と
の
接
触
が
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
時
代
で
す
が
、
物
理
的

に
全
組
合
員
の
専
用
箱
等
を
設
置
す
る
こ

と
は
困
難
な
現
状
と
な
っ
て
い
ま
す
。
で

き
る
限
り
の
感
染
拡
大
対
策
に
よ
り
対
応

い
た
し
ま
す
の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　
　

女
性
役
員
の
登
用
に
つ
い
て
考
え

方
を
教
え
て
ほ
し
い
。

　
　

平
成
11
年
に
「
男
女
共
同
参
画
社
会

基
本
法
」
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
も
女
性
登
用
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
び
え

い
で
は
女
性
の
正
組
合
員
化
に
向
け
た
推

進
を
実
施
し
、
現
在
16
％
が
正
組
合
員
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
総
代
や
役
員
へ
の
登

用
実
績
は
ゼ
ロ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
女
性

の
農
業
で
の
活
躍
支
援
を
通
じ
て
、
Ｊ
Ａ

事
業
運
営
へ
の
参
画
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
　

農
協
入
室
時
の
検
温
を
自
動
計
測

機
で
対
応
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

現
在
は
、
総
務
部
の
受
付
担
当
が
非

接
触
型
検
温
器
で
来
客
対
応
し
て
い
ま
す
。

サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ
の
導
入
を
検
討
し
た
時

期
も
あ
り
ま
す
が
、
費
用
対
効
果
等
を
踏

ま
え
再
検
討
い
た
し
ま
す
。

　
　

Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
の
操
作
方
法
に
詳

し
い
職
員
を
設
置
し
て
頂
き
た
い
。
ま

た
、
生
乳
検
査
デ
ー
タ
送
信
や
肥
料
等

の
申
し
込
み
取
り
ま
と
め
が
対
応
で
き

る
の
か
確
認
し
た
い
。

　
　

Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ

内
部
組
織
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
担
当
者
会
議

を
中
心
に
協
議
・
検
討
し
て
い
く
計
画
で

す
。
取
り
ま
と
め
機
能
に
つ
い
て
も
有
し

て
い
る
ア
プ
リ
で
す
の
で
、
ど
の
よ
う
に

運
用
し
て
い
く
か
決
ま
り
次
第
、
周
知
し

て
い
く
予
定
で
す
。

　
　

税
金
申
告
時
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
等

で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
不
十
分

の
た
め
、
Ｗ
ｉｰ

Ｆ
ｉ
等
（
ネ
ッ
ト
環

境
）
を
整
備
し
て
ほ
し
い
。

　
　

本
所
２
階
パ
ソ
コ
ン
研
修
室
に
お
い

て
は
青
申
協
議
会
名
義
で
Ｗ
ｉｰ

Ｆ
ｉ
環

境
は
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
関
係
で
３
階

を
会
場
と
し
た
た
め
、
ご
不
便
を
お
か
け

し
た
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
３
階
の
Ｗ
ｉｰ

Ｆ
ｉ
環
境
整
備
に
は
追
加
工
事
等
が
発
生

し
ま
す
の
で
、
青
申
協
議
会
と
の
協
議
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
今
後
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

▼
金
融
部
▲

　
　

貯
金
店
舗
の
窓
口
に
Ｊ
Ａ
ネ
ッ
ト

バ
ン
ク
の
操
作
方
法
に
詳
し
い
職
員
を

設
置
し
て
頂
き
た
い
。

　
　

Ｊ
Ａ
ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
の
操
作
方
法
の

ご
照
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
電
話
で
の
お

問
合
せ
は
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
専
門
受
付
ダ

イ
ヤ
ル
を
ご
案
内
し
、
ま
た
、
ご
来
店
頂

い
た
場
合
で
基
本
的
な
操
作
方
法
で
あ
れ

ば
、
職
員
が
対
応
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。
今
後
と
も
お
客
様
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
、

職
員
の
知
識
研
鑽
に
努
め
ま
す
。

▼
営
農
部
▲

　
　

気
象
観
測
シ
ス
テ
ム
が
作
動
さ
れ

て
い
な
い
箇
所
が
あ
る
の
で
改
善
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
　

シ
ス
テ
ム
不
具
合
に
つ
い
て
は
、
随

時
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

地
区
懇
談
会
前
に
事
前
に
意
見
を

取
る
な
ど
検
討
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

　
　

地
域
振
興
計
画
策
定
時
に
意
向
調
査

等
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
地
区
懇
談
会

は
、
対
話
を
重
視
し
た
懇
談
の
場
と
位
置

付
け
し
て
今
後
と
も
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
　

新
規
就
農
者
採
用
に
つ
い
て
、
Ｊ

Ａ
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し

い
。

　
　

担
い
手
検
討
委
員
会
の
構
成
員
と
し

て
、
研
修
の
受
入
時
、
研
修
期
間
中
の
支

援
、
就
農
時
の
農
地
の
斡
旋
や
金
融
対
策

等
に
関
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
関
係
機
関
は

も
と
よ
り
、
新
規
就
農
者
本
人
と
も
連
携

を
密
に
対
応
、
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
　

営
農
計
画
書
の
発
送
に
つ
い
て
、

前
年
の
デ
ー
タ
を
入
力
し
て
か
ら
の
配

布
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　

現
在
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
前
年
実
績

等
は
手
入
力
と
な
る
た
め
、
各
自
、
組
勘

報
告
書
（
ネ
ッ
ト
、
紙
ベ
ー
ス
）
を
参
考

に
記
入
、
入
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　

ア
ラ
イ
グ
マ
対
策
で
現
在
専
用
カ

ゴ
の
貸
出
は
受
け
て
い
る
が
、
補
助
金

等
の
助
成
を
考
え
て
ほ
し
い
。

　
　

自
己
捕
殺
し
た
場
合
は
、
駆
除
に
対

す
る
助
成
は
道
か
ら
の
補
助
金
が
あ
り
ま

す
。
（
取
り
扱
い
は
美
瑛
町
農
林
課
ま

で
）

　
　

営
農
貯
金
に
つ
い
て
、
積
み
立
て

る
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
ほ
し

い
。

　
　

自
立
経
営
を
促
進
す
る
た
め
営
農
に

必
要
な
資
金
貯
蓄
を
行
う
観
点
か
ら
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　
　

コ
ン
ト
ラ
で
収
穫
時
に
発
生
す
る

土
塊
を
種
子
馬
鈴
薯
団
地
（
藤
野
）
近

く
に
あ
る
育
苗
セ
ン
タ
ー
の
盛
土
に
使

用
し
な
い
で
ほ
し
い
。

　
　

今
年
度
よ
り
行
い
ま
せ
ん
。

　
　

Ｒ
Ｔ
Ｋ
基
地
局
の
設
置
等
、
ス
マ

ー
ト
農
業
の
普
及
推
進
を
加
速
し
て
ほ

し
い
。

　
　

行
政
や
関
係
機
関
と
も
連
携
し
、
組

合
員
負
担
や
費
用
対
効
果
を
含
め
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

賦
課
金
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
経

費
の
見
直
し
等
を
十
分
に
精
査
し
、
透

明
性
を
も
っ
て
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

　
　

今
年
度
は
、
営
農
指
導
費
の
見
直
し

等
を
分
析
、
精
査
し
適
正
な
事
業
運
営
を

行
え
る
よ
う
に
検
証
い
た
し
ま
す
。

　
　

気
象
デ
ー
タ
の
利
便
性
向
上
を
再

考
し
て
ほ
し
い
。

　
　

デ
ー
タ
蓄
積
等
の
提
供
も
含
め
、
利

便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
逐
次
改
善
を
取

り
進
め
て
行
き
ま
す
。

　
　

斡
旋
堆
肥
の
品
質
が
一
定
で
は
な

い
の
で
均
一
に
し
て
ほ
し
い
。

　
　

関
係
機
関
へ
の
要
請
を
い
た
し
ま
す
。

▼
畜
産
部
▲

　
　

完
熟
堆
肥
、
ペ
レ
ッ
ト
堆
肥
の
斡

旋
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　
　

美
瑛
町
堆
肥
利
用
組
合
支
部
へ
斡
旋

し
ま
す
。
ペ
レ
ッ
ト
堆
肥
（
丘
の
大
地
５

月
号
に
掲
載
予
定
）
は
周
東
牧
場
へ
斡
旋

し
ま
す
。

▼
販
売
部
▲

　
　

藤
野
ス
ケ
ー
ル
事
務
所
の
受
付
窓

口
の
高
さ
を
運
転
席
の
高
さ
に
改
善
し

て
ほ
し
い
。

　
　

構
造
上
か
ら
も
難
し
い
と
推
察
さ
れ

ま
す
が
、
改
修
費
用
等
を
見
積
り
、
今
後

判
断
い
た
し
ま
す
。

　
　

ラ
ス
ノ
ー
ブ
ル
の
培
養
が
出
来
た

と
き
に
は
、
販
売
単
価
を
上
げ
て
ほ
し

い
。

　
　

苗
の
供
給
に
は
培
養
、
圃
場
試
験
等

で
数
年
か
か
る
見
込
み
で
す
。
今
後
も
付

加
価
値
を
付
け
た
販
売
に
努
め
ま
す
。

　
　

ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
や
ボ
イ
ラ
ー
等
、

増
反
や
新
規
ば
か
り
で
な
く
、
更
新
の

補
助
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　
　

更
新
の
補
助
と
な
る
と
、
大
幅
な
負

担
増
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
関
係
機
関
と
も

今
後
十
分
協
議
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
　

種
芋
の
斡
旋
価
格
、
加
工
馬
鈴
薯

の
販
売
価
格
の
提
示
時
期
に
つ
い
て
周

知
が
遅
い
の
で
は
。

　
　

種
芋
価
格
に
つ
い
て
は
取
り
ま
と
め

と
同
時
期
に
提
示
を
し
て
い
ま
す
。
カ
ル

ビ
ー
ポ
テ
ト
と
も
協
議
し
、
販
売
価
格
等

変
更
箇
所
が
あ
る
場
合
は
早
め
に
周
知
い

た
し
ま
す
。

　
　

農
産
物
販
売
実
績
（
個
人
実
績
ー

数
量
、
金
額
）
を
一
枚
も
の
で
作
成
で

き
な
い
か
。

　
　

全
道
統
一
の
情
報
セ
ン
タ
ー
シ
ス
テ

ム
を
使
用
し
て
お
り
、
現
状
で
は
一
枚
で

の
作
成
は
難
し
く
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　
　

一
般
大
豆
の
受
入
開
始
を
少
し
早

め
て
ほ
し
い
（
10
／
10
〜
）
。
系
統
外

出
荷
の
抑
制
に
も
つ
な
が
る
と
思
う
。

　
　

セ
ン
タ
ー
で
の
受
入
日
程
は
、
麦
↓

米
↓
大
豆
の
順
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
ん

で
お
り
ま
す
。
混
タ
ミ
防
止
等
の
施
設
清

掃
作
業
か
ら
、
現
状
で
は
最
短
受
入
日
で

あ
り
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　
　

び
え
い
フ
ー
ズ
の
加
工
野
菜
の
受

入
体
制
に
つ
い
て
精
査
し
て
ほ
し
い
。

　
　

受
入
体
制
、
受
入
基
準
に
つ
い
て
定

期
的
に
び
え
い
フ
ー
ズ
と
協
議
を
行
っ
て

い
ま
す
。

▼
購
買
部
▲

　
　

研
修
セ
ン
タ
ー
に
機
械
修
理
を
出

し
て
も
仕
上
が
り
が
遅
く
、
人
員
が
不

足
し
て
い
る
の
な
ら
増
員
し
て
ほ
し
い
。

　
　

今
後
、
内
部
の
連
携
に
よ
る
対
応
と

増
員
を
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　
　

廃
プ
ラ
の
出
荷
で
フ
レ
コ
ン
の
な

い
人
へ
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
し
て
ほ

し
い
。

　
　

令
和
２
年
度
よ
り
受
入
し
て
い
る

「
㈱
旭
川
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
」
で
は
ト
ラ

ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
が
な
く
、“

吊
り
秤”

に
よ

る
計
量
の
た
め
、
一
空
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
ク

等
で
の
対
応
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

万
一
、
各
自
で
用
意
で
き
な
い
場
合
は
、

数
に
限
り
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
「
㈱
旭
川

環
境
リ
サ
イ
ク
ル
」
で
用
意
を
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ

い
。
ご
面
倒
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　

「
作
業
機
付
き
ト
ラ
ク
タ
ー
の
公

道
走
行
」
に
つ
い
て
、
組
合
員
へ
の
周

知
不
足
に
よ
り
内
容
を
知
ら
な
い
方
が

い
た
た
め
、
も
う
一
度
周
知
を
お
願
い

し
た
い
。

　
　

農
機
協
や
広
報
誌
を
通
じ
、
周
知
い

た
し
ま
す
。

　
　

研
修
セ
ン
タ
ー
で
以
前
扱
っ
て
い

た
、
ト
ラ
ク
タ
ー
廃
タ
イ
ヤ
の
処
分
に

つ
い
て
、
現
在
の
対
応
に
つ
い
て
教
え

て
ほ
し
い
。

　
　

10
月
の
農
業
機
械
、
部
品
等
廃
棄
物

回
収
処
分
の
際
に
持
込
み
い
た
だ
け
れ
ば
、

処
分
料
金
が
掛
か
り
ま
す
が
処
分
が
可
能

で
す
。
な
お
、
廃
ゴ
ム
ク
ロ
ー
ラ
の
引
き

受
け
は
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
研
修
セ

ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
　

【
ス
タ
ン
ド
の
時
短
営
業
、
休
日

の
設
定
に
つ
い
て
】

・
営
業
時
間
が
長
い
ほ
う
が
良
い
が
、

　

費
用
対
効
果
を
考
え
れ
ば
特
に
問
題

　

は
な
い
。

・
従
来
ど
お
り
の
配
送
対
応
で
あ
れ
ば

　

不
便
は
な
い
。

　
　

４
月
以
降
も
時
短
営
業
と
定
休
日
の

設
定
を
さ
せ
て
頂
き
、
営
業
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

5
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第
66
回
　
地
区
懇
談
会

ＱＡＱＡ

ＱＡＱＡ

貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　　

３
月
11
日
か
ら
12
日
に
か
け
て
、
第
66
回
地
区
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
職
員

が
21
か
所
の
会
場
に
お
伺
い
し
ま
し
た
。
春
作
業
で
お
忙
し
い
中
、
ご
出
席
い

た
だ
い
た
組
合
員
の
皆
さ
ま
よ
り
、
貴
重
な
ご
意
見
・
ご
要
望
を
頂
戴
い
た
し

ま
し
た
の
で
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。



▼
総
務
部
▲

　
　

Ｊ
Ａ
提
出
物
専
用
の
書
類
受
入
箱

の
設
置
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
、
人
と
の
接
触
が
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
時
代
で
す
が
、
物
理
的

に
全
組
合
員
の
専
用
箱
等
を
設
置
す
る
こ

と
は
困
難
な
現
状
と
な
っ
て
い
ま
す
。
で

き
る
限
り
の
感
染
拡
大
対
策
に
よ
り
対
応

い
た
し
ま
す
の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　
　

女
性
役
員
の
登
用
に
つ
い
て
考
え

方
を
教
え
て
ほ
し
い
。

　
　

平
成
11
年
に
「
男
女
共
同
参
画
社
会

基
本
法
」
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
も
女
性
登
用
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
び
え

い
で
は
女
性
の
正
組
合
員
化
に
向
け
た
推

進
を
実
施
し
、
現
在
16
％
が
正
組
合
員
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
総
代
や
役
員
へ
の
登

用
実
績
は
ゼ
ロ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
女
性

の
農
業
で
の
活
躍
支
援
を
通
じ
て
、
Ｊ
Ａ

事
業
運
営
へ
の
参
画
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
　

農
協
入
室
時
の
検
温
を
自
動
計
測

機
で
対
応
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

現
在
は
、
総
務
部
の
受
付
担
当
が
非

接
触
型
検
温
器
で
来
客
対
応
し
て
い
ま
す
。

サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ
の
導
入
を
検
討
し
た
時

期
も
あ
り
ま
す
が
、
費
用
対
効
果
等
を
踏

ま
え
再
検
討
い
た
し
ま
す
。

　
　

Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
の
操
作
方
法
に
詳

し
い
職
員
を
設
置
し
て
頂
き
た
い
。
ま

た
、
生
乳
検
査
デ
ー
タ
送
信
や
肥
料
等

の
申
し
込
み
取
り
ま
と
め
が
対
応
で
き

る
の
か
確
認
し
た
い
。

　
　

Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ

内
部
組
織
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
担
当
者
会
議

を
中
心
に
協
議
・
検
討
し
て
い
く
計
画
で

す
。
取
り
ま
と
め
機
能
に
つ
い
て
も
有
し

て
い
る
ア
プ
リ
で
す
の
で
、
ど
の
よ
う
に

運
用
し
て
い
く
か
決
ま
り
次
第
、
周
知
し

て
い
く
予
定
で
す
。

　
　

税
金
申
告
時
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
等

で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
不
十
分

の
た
め
、
Ｗ
ｉｰ

Ｆ
ｉ
等
（
ネ
ッ
ト
環

境
）
を
整
備
し
て
ほ
し
い
。

　
　

本
所
２
階
パ
ソ
コ
ン
研
修
室
に
お
い

て
は
青
申
協
議
会
名
義
で
Ｗ
ｉｰ

Ｆ
ｉ
環

境
は
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
関
係
で
３
階

を
会
場
と
し
た
た
め
、
ご
不
便
を
お
か
け

し
た
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
３
階
の
Ｗ
ｉｰ

Ｆ
ｉ
環
境
整
備
に
は
追
加
工
事
等
が
発
生

し
ま
す
の
で
、
青
申
協
議
会
と
の
協
議
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
今
後
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

▼
金
融
部
▲

　
　

貯
金
店
舗
の
窓
口
に
Ｊ
Ａ
ネ
ッ
ト

バ
ン
ク
の
操
作
方
法
に
詳
し
い
職
員
を

設
置
し
て
頂
き
た
い
。

　
　

Ｊ
Ａ
ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
の
操
作
方
法
の

ご
照
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
電
話
で
の
お

問
合
せ
は
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
専
門
受
付
ダ

イ
ヤ
ル
を
ご
案
内
し
、
ま
た
、
ご
来
店
頂

い
た
場
合
で
基
本
的
な
操
作
方
法
で
あ
れ

ば
、
職
員
が
対
応
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。
今
後
と
も
お
客
様
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
、

職
員
の
知
識
研
鑽
に
努
め
ま
す
。

▼
営
農
部
▲

　
　

気
象
観
測
シ
ス
テ
ム
が
作
動
さ
れ

て
い
な
い
箇
所
が
あ
る
の
で
改
善
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
　

シ
ス
テ
ム
不
具
合
に
つ
い
て
は
、
随

時
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

地
区
懇
談
会
前
に
事
前
に
意
見
を

取
る
な
ど
検
討
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

　
　

地
域
振
興
計
画
策
定
時
に
意
向
調
査

等
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
地
区
懇
談
会

は
、
対
話
を
重
視
し
た
懇
談
の
場
と
位
置

付
け
し
て
今
後
と
も
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
　

新
規
就
農
者
採
用
に
つ
い
て
、
Ｊ

Ａ
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し

い
。

　
　

担
い
手
検
討
委
員
会
の
構
成
員
と
し

て
、
研
修
の
受
入
時
、
研
修
期
間
中
の
支

援
、
就
農
時
の
農
地
の
斡
旋
や
金
融
対
策

等
に
関
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
関
係
機
関
は

も
と
よ
り
、
新
規
就
農
者
本
人
と
も
連
携

を
密
に
対
応
、
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
　

営
農
計
画
書
の
発
送
に
つ
い
て
、

前
年
の
デ
ー
タ
を
入
力
し
て
か
ら
の
配

布
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　

現
在
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
前
年
実
績

等
は
手
入
力
と
な
る
た
め
、
各
自
、
組
勘

報
告
書
（
ネ
ッ
ト
、
紙
ベ
ー
ス
）
を
参
考

に
記
入
、
入
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　

ア
ラ
イ
グ
マ
対
策
で
現
在
専
用
カ

ゴ
の
貸
出
は
受
け
て
い
る
が
、
補
助
金

等
の
助
成
を
考
え
て
ほ
し
い
。

　
　

自
己
捕
殺
し
た
場
合
は
、
駆
除
に
対

す
る
助
成
は
道
か
ら
の
補
助
金
が
あ
り
ま

す
。
（
取
り
扱
い
は
美
瑛
町
農
林
課
ま

で
）

　
　

営
農
貯
金
に
つ
い
て
、
積
み
立
て

る
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
ほ
し

い
。

　
　

自
立
経
営
を
促
進
す
る
た
め
営
農
に

必
要
な
資
金
貯
蓄
を
行
う
観
点
か
ら
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　
　

コ
ン
ト
ラ
で
収
穫
時
に
発
生
す
る

土
塊
を
種
子
馬
鈴
薯
団
地
（
藤
野
）
近

く
に
あ
る
育
苗
セ
ン
タ
ー
の
盛
土
に
使

用
し
な
い
で
ほ
し
い
。

　
　

今
年
度
よ
り
行
い
ま
せ
ん
。

　
　

Ｒ
Ｔ
Ｋ
基
地
局
の
設
置
等
、
ス
マ

ー
ト
農
業
の
普
及
推
進
を
加
速
し
て
ほ

し
い
。

　
　

行
政
や
関
係
機
関
と
も
連
携
し
、
組

合
員
負
担
や
費
用
対
効
果
を
含
め
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

賦
課
金
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
経

費
の
見
直
し
等
を
十
分
に
精
査
し
、
透

明
性
を
も
っ
て
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

　
　

今
年
度
は
、
営
農
指
導
費
の
見
直
し

等
を
分
析
、
精
査
し
適
正
な
事
業
運
営
を

行
え
る
よ
う
に
検
証
い
た
し
ま
す
。

　
　

気
象
デ
ー
タ
の
利
便
性
向
上
を
再

考
し
て
ほ
し
い
。

　
　

デ
ー
タ
蓄
積
等
の
提
供
も
含
め
、
利

便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
逐
次
改
善
を
取

り
進
め
て
行
き
ま
す
。

　
　

斡
旋
堆
肥
の
品
質
が
一
定
で
は
な

い
の
で
均
一
に
し
て
ほ
し
い
。

　
　

関
係
機
関
へ
の
要
請
を
い
た
し
ま
す
。

▼
畜
産
部
▲

　
　

完
熟
堆
肥
、
ペ
レ
ッ
ト
堆
肥
の
斡

旋
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　
　

美
瑛
町
堆
肥
利
用
組
合
支
部
へ
斡
旋

し
ま
す
。
ペ
レ
ッ
ト
堆
肥
（
丘
の
大
地
５

月
号
に
掲
載
予
定
）
は
周
東
牧
場
へ
斡
旋

し
ま
す
。

▼
販
売
部
▲

　
　

藤
野
ス
ケ
ー
ル
事
務
所
の
受
付
窓

口
の
高
さ
を
運
転
席
の
高
さ
に
改
善
し

て
ほ
し
い
。

　
　

構
造
上
か
ら
も
難
し
い
と
推
察
さ
れ

ま
す
が
、
改
修
費
用
等
を
見
積
り
、
今
後

判
断
い
た
し
ま
す
。

　
　

ラ
ス
ノ
ー
ブ
ル
の
培
養
が
出
来
た

と
き
に
は
、
販
売
単
価
を
上
げ
て
ほ
し

い
。

　
　

苗
の
供
給
に
は
培
養
、
圃
場
試
験
等

で
数
年
か
か
る
見
込
み
で
す
。
今
後
も
付

加
価
値
を
付
け
た
販
売
に
努
め
ま
す
。

　
　

ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
や
ボ
イ
ラ
ー
等
、

増
反
や
新
規
ば
か
り
で
な
く
、
更
新
の

補
助
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　
　

更
新
の
補
助
と
な
る
と
、
大
幅
な
負

担
増
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
関
係
機
関
と
も

今
後
十
分
協
議
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
　

種
芋
の
斡
旋
価
格
、
加
工
馬
鈴
薯

の
販
売
価
格
の
提
示
時
期
に
つ
い
て
周

知
が
遅
い
の
で
は
。

　
　

種
芋
価
格
に
つ
い
て
は
取
り
ま
と
め

と
同
時
期
に
提
示
を
し
て
い
ま
す
。
カ
ル

ビ
ー
ポ
テ
ト
と
も
協
議
し
、
販
売
価
格
等

変
更
箇
所
が
あ
る
場
合
は
早
め
に
周
知
い

た
し
ま
す
。

　
　

農
産
物
販
売
実
績
（
個
人
実
績
ー

数
量
、
金
額
）
を
一
枚
も
の
で
作
成
で

き
な
い
か
。

　
　

全
道
統
一
の
情
報
セ
ン
タ
ー
シ
ス
テ

ム
を
使
用
し
て
お
り
、
現
状
で
は
一
枚
で

の
作
成
は
難
し
く
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　
　

一
般
大
豆
の
受
入
開
始
を
少
し
早

め
て
ほ
し
い
（
10
／
10
〜
）
。
系
統
外

出
荷
の
抑
制
に
も
つ
な
が
る
と
思
う
。

　
　

セ
ン
タ
ー
で
の
受
入
日
程
は
、
麦
↓

米
↓
大
豆
の
順
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
ん

で
お
り
ま
す
。
混
タ
ミ
防
止
等
の
施
設
清

掃
作
業
か
ら
、
現
状
で
は
最
短
受
入
日
で

あ
り
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　
　

び
え
い
フ
ー
ズ
の
加
工
野
菜
の
受

入
体
制
に
つ
い
て
精
査
し
て
ほ
し
い
。

　
　

受
入
体
制
、
受
入
基
準
に
つ
い
て
定

期
的
に
び
え
い
フ
ー
ズ
と
協
議
を
行
っ
て

い
ま
す
。

▼
購
買
部
▲

　
　

研
修
セ
ン
タ
ー
に
機
械
修
理
を
出

し
て
も
仕
上
が
り
が
遅
く
、
人
員
が
不

足
し
て
い
る
の
な
ら
増
員
し
て
ほ
し
い
。

　
　

今
後
、
内
部
の
連
携
に
よ
る
対
応
と

増
員
を
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　
　

廃
プ
ラ
の
出
荷
で
フ
レ
コ
ン
の
な

い
人
へ
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
し
て
ほ

し
い
。

　
　

令
和
２
年
度
よ
り
受
入
し
て
い
る

「
㈱
旭
川
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
」
で
は
ト
ラ

ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
が
な
く
、“

吊
り
秤”

に
よ

る
計
量
の
た
め
、
一
空
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
ク

等
で
の
対
応
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

万
一
、
各
自
で
用
意
で
き
な
い
場
合
は
、

数
に
限
り
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
「
㈱
旭
川

環
境
リ
サ
イ
ク
ル
」
で
用
意
を
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ

い
。
ご
面
倒
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　

「
作
業
機
付
き
ト
ラ
ク
タ
ー
の
公

道
走
行
」
に
つ
い
て
、
組
合
員
へ
の
周

知
不
足
に
よ
り
内
容
を
知
ら
な
い
方
が

い
た
た
め
、
も
う
一
度
周
知
を
お
願
い

し
た
い
。

　
　

農
機
協
や
広
報
誌
を
通
じ
、
周
知
い

た
し
ま
す
。

　
　

研
修
セ
ン
タ
ー
で
以
前
扱
っ
て
い

た
、
ト
ラ
ク
タ
ー
廃
タ
イ
ヤ
の
処
分
に

つ
い
て
、
現
在
の
対
応
に
つ
い
て
教
え

て
ほ
し
い
。

　
　

10
月
の
農
業
機
械
、
部
品
等
廃
棄
物

回
収
処
分
の
際
に
持
込
み
い
た
だ
け
れ
ば
、

処
分
料
金
が
掛
か
り
ま
す
が
処
分
が
可
能

で
す
。
な
お
、
廃
ゴ
ム
ク
ロ
ー
ラ
の
引
き

受
け
は
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
研
修
セ

ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
　

【
ス
タ
ン
ド
の
時
短
営
業
、
休
日

の
設
定
に
つ
い
て
】

・
営
業
時
間
が
長
い
ほ
う
が
良
い
が
、

　

費
用
対
効
果
を
考
え
れ
ば
特
に
問
題

　

は
な
い
。

・
従
来
ど
お
り
の
配
送
対
応
で
あ
れ
ば

　

不
便
は
な
い
。

　
　

４
月
以
降
も
時
短
営
業
と
定
休
日
の

設
定
を
さ
せ
て
頂
き
、
営
業
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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▼
総
務
部
▲

　
　

Ｊ
Ａ
提
出
物
専
用
の
書
類
受
入
箱

の
設
置
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
、
人
と
の
接
触
が
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
時
代
で
す
が
、
物
理
的

に
全
組
合
員
の
専
用
箱
等
を
設
置
す
る
こ

と
は
困
難
な
現
状
と
な
っ
て
い
ま
す
。
で

き
る
限
り
の
感
染
拡
大
対
策
に
よ
り
対
応

い
た
し
ま
す
の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　
　

女
性
役
員
の
登
用
に
つ
い
て
考
え

方
を
教
え
て
ほ
し
い
。

　
　

平
成
11
年
に
「
男
女
共
同
参
画
社
会

基
本
法
」
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
も
女
性
登
用
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
び
え

い
で
は
女
性
の
正
組
合
員
化
に
向
け
た
推

進
を
実
施
し
、
現
在
16
％
が
正
組
合
員
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
総
代
や
役
員
へ
の
登

用
実
績
は
ゼ
ロ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
女
性

の
農
業
で
の
活
躍
支
援
を
通
じ
て
、
Ｊ
Ａ

事
業
運
営
へ
の
参
画
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
　

農
協
入
室
時
の
検
温
を
自
動
計
測

機
で
対
応
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

現
在
は
、
総
務
部
の
受
付
担
当
が
非

接
触
型
検
温
器
で
来
客
対
応
し
て
い
ま
す
。

サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ
の
導
入
を
検
討
し
た
時

期
も
あ
り
ま
す
が
、
費
用
対
効
果
等
を
踏

ま
え
再
検
討
い
た
し
ま
す
。

　
　

Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
の
操
作
方
法
に
詳

し
い
職
員
を
設
置
し
て
頂
き
た
い
。
ま

た
、
生
乳
検
査
デ
ー
タ
送
信
や
肥
料
等

の
申
し
込
み
取
り
ま
と
め
が
対
応
で
き

る
の
か
確
認
し
た
い
。

　
　

Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ

内
部
組
織
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
担
当
者
会
議

を
中
心
に
協
議
・
検
討
し
て
い
く
計
画
で

す
。
取
り
ま
と
め
機
能
に
つ
い
て
も
有
し

て
い
る
ア
プ
リ
で
す
の
で
、
ど
の
よ
う
に

運
用
し
て
い
く
か
決
ま
り
次
第
、
周
知
し

て
い
く
予
定
で
す
。

　
　

税
金
申
告
時
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
等

で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
不
十
分

の
た
め
、
Ｗ
ｉｰ

Ｆ
ｉ
等
（
ネ
ッ
ト
環

境
）
を
整
備
し
て
ほ
し
い
。

　
　

本
所
２
階
パ
ソ
コ
ン
研
修
室
に
お
い

て
は
青
申
協
議
会
名
義
で
Ｗ
ｉｰ

Ｆ
ｉ
環

境
は
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
関
係
で
３
階

を
会
場
と
し
た
た
め
、
ご
不
便
を
お
か
け

し
た
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
３
階
の
Ｗ
ｉｰ

Ｆ
ｉ
環
境
整
備
に
は
追
加
工
事
等
が
発
生

し
ま
す
の
で
、
青
申
協
議
会
と
の
協
議
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
今
後
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

▼
金
融
部
▲

　
　

貯
金
店
舗
の
窓
口
に
Ｊ
Ａ
ネ
ッ
ト

バ
ン
ク
の
操
作
方
法
に
詳
し
い
職
員
を

設
置
し
て
頂
き
た
い
。

　
　

Ｊ
Ａ
ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
の
操
作
方
法
の

ご
照
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
電
話
で
の
お

問
合
せ
は
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
専
門
受
付
ダ

イ
ヤ
ル
を
ご
案
内
し
、
ま
た
、
ご
来
店
頂

い
た
場
合
で
基
本
的
な
操
作
方
法
で
あ
れ

ば
、
職
員
が
対
応
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。
今
後
と
も
お
客
様
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
、

職
員
の
知
識
研
鑽
に
努
め
ま
す
。

▼
営
農
部
▲

　
　

気
象
観
測
シ
ス
テ
ム
が
作
動
さ
れ

て
い
な
い
箇
所
が
あ
る
の
で
改
善
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
　

シ
ス
テ
ム
不
具
合
に
つ
い
て
は
、
随

時
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

地
区
懇
談
会
前
に
事
前
に
意
見
を

取
る
な
ど
検
討
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

　
　

地
域
振
興
計
画
策
定
時
に
意
向
調
査

等
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
地
区
懇
談
会

は
、
対
話
を
重
視
し
た
懇
談
の
場
と
位
置

付
け
し
て
今
後
と
も
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
　

新
規
就
農
者
採
用
に
つ
い
て
、
Ｊ

Ａ
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し

い
。

　
　

担
い
手
検
討
委
員
会
の
構
成
員
と
し

て
、
研
修
の
受
入
時
、
研
修
期
間
中
の
支

援
、
就
農
時
の
農
地
の
斡
旋
や
金
融
対
策

等
に
関
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
関
係
機
関
は

も
と
よ
り
、
新
規
就
農
者
本
人
と
も
連
携

を
密
に
対
応
、
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
　

営
農
計
画
書
の
発
送
に
つ
い
て
、

前
年
の
デ
ー
タ
を
入
力
し
て
か
ら
の
配

布
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　

現
在
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
前
年
実
績

等
は
手
入
力
と
な
る
た
め
、
各
自
、
組
勘

報
告
書
（
ネ
ッ
ト
、
紙
ベ
ー
ス
）
を
参
考

に
記
入
、
入
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　

ア
ラ
イ
グ
マ
対
策
で
現
在
専
用
カ

ゴ
の
貸
出
は
受
け
て
い
る
が
、
補
助
金

等
の
助
成
を
考
え
て
ほ
し
い
。

　
　

自
己
捕
殺
し
た
場
合
は
、
駆
除
に
対

す
る
助
成
は
道
か
ら
の
補
助
金
が
あ
り
ま

す
。
（
取
り
扱
い
は
美
瑛
町
農
林
課
ま

で
）

　
　

営
農
貯
金
に
つ
い
て
、
積
み
立
て

る
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
ほ
し

い
。

　
　

自
立
経
営
を
促
進
す
る
た
め
営
農
に

必
要
な
資
金
貯
蓄
を
行
う
観
点
か
ら
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　
　

コ
ン
ト
ラ
で
収
穫
時
に
発
生
す
る

土
塊
を
種
子
馬
鈴
薯
団
地
（
藤
野
）
近

く
に
あ
る
育
苗
セ
ン
タ
ー
の
盛
土
に
使

用
し
な
い
で
ほ
し
い
。

　
　

今
年
度
よ
り
行
い
ま
せ
ん
。

　
　

Ｒ
Ｔ
Ｋ
基
地
局
の
設
置
等
、
ス
マ

ー
ト
農
業
の
普
及
推
進
を
加
速
し
て
ほ

し
い
。

　
　

行
政
や
関
係
機
関
と
も
連
携
し
、
組

合
員
負
担
や
費
用
対
効
果
を
含
め
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

賦
課
金
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
経

費
の
見
直
し
等
を
十
分
に
精
査
し
、
透

明
性
を
も
っ
て
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

　
　

今
年
度
は
、
営
農
指
導
費
の
見
直
し

等
を
分
析
、
精
査
し
適
正
な
事
業
運
営
を

行
え
る
よ
う
に
検
証
い
た
し
ま
す
。

　
　

気
象
デ
ー
タ
の
利
便
性
向
上
を
再

考
し
て
ほ
し
い
。

　
　

デ
ー
タ
蓄
積
等
の
提
供
も
含
め
、
利

便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
逐
次
改
善
を
取

り
進
め
て
行
き
ま
す
。

　
　

斡
旋
堆
肥
の
品
質
が
一
定
で
は
な

い
の
で
均
一
に
し
て
ほ
し
い
。

　
　

関
係
機
関
へ
の
要
請
を
い
た
し
ま
す
。

▼
畜
産
部
▲

　
　

完
熟
堆
肥
、
ペ
レ
ッ
ト
堆
肥
の
斡

旋
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　
　

美
瑛
町
堆
肥
利
用
組
合
支
部
へ
斡
旋

し
ま
す
。
ペ
レ
ッ
ト
堆
肥
（
丘
の
大
地
５

月
号
に
掲
載
予
定
）
は
周
東
牧
場
へ
斡
旋

し
ま
す
。

▼
販
売
部
▲

　
　

藤
野
ス
ケ
ー
ル
事
務
所
の
受
付
窓

口
の
高
さ
を
運
転
席
の
高
さ
に
改
善
し

て
ほ
し
い
。

　
　

構
造
上
か
ら
も
難
し
い
と
推
察
さ
れ

ま
す
が
、
改
修
費
用
等
を
見
積
り
、
今
後

判
断
い
た
し
ま
す
。

　
　

ラ
ス
ノ
ー
ブ
ル
の
培
養
が
出
来
た

と
き
に
は
、
販
売
単
価
を
上
げ
て
ほ
し

い
。

　
　

苗
の
供
給
に
は
培
養
、
圃
場
試
験
等

で
数
年
か
か
る
見
込
み
で
す
。
今
後
も
付

加
価
値
を
付
け
た
販
売
に
努
め
ま
す
。

　
　

ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
や
ボ
イ
ラ
ー
等
、

増
反
や
新
規
ば
か
り
で
な
く
、
更
新
の

補
助
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　
　

更
新
の
補
助
と
な
る
と
、
大
幅
な
負

担
増
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
関
係
機
関
と
も

今
後
十
分
協
議
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
　

種
芋
の
斡
旋
価
格
、
加
工
馬
鈴
薯

の
販
売
価
格
の
提
示
時
期
に
つ
い
て
周

知
が
遅
い
の
で
は
。

　
　

種
芋
価
格
に
つ
い
て
は
取
り
ま
と
め

と
同
時
期
に
提
示
を
し
て
い
ま
す
。
カ
ル

ビ
ー
ポ
テ
ト
と
も
協
議
し
、
販
売
価
格
等

変
更
箇
所
が
あ
る
場
合
は
早
め
に
周
知
い

た
し
ま
す
。

　
　

農
産
物
販
売
実
績
（
個
人
実
績
ー

数
量
、
金
額
）
を
一
枚
も
の
で
作
成
で

き
な
い
か
。

　
　

全
道
統
一
の
情
報
セ
ン
タ
ー
シ
ス
テ

ム
を
使
用
し
て
お
り
、
現
状
で
は
一
枚
で

の
作
成
は
難
し
く
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　
　

一
般
大
豆
の
受
入
開
始
を
少
し
早

め
て
ほ
し
い
（
10
／
10
〜
）
。
系
統
外

出
荷
の
抑
制
に
も
つ
な
が
る
と
思
う
。

　
　

セ
ン
タ
ー
で
の
受
入
日
程
は
、
麦
↓

米
↓
大
豆
の
順
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
ん

で
お
り
ま
す
。
混
タ
ミ
防
止
等
の
施
設
清

掃
作
業
か
ら
、
現
状
で
は
最
短
受
入
日
で

あ
り
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　
　

び
え
い
フ
ー
ズ
の
加
工
野
菜
の
受

入
体
制
に
つ
い
て
精
査
し
て
ほ
し
い
。

　
　

受
入
体
制
、
受
入
基
準
に
つ
い
て
定

期
的
に
び
え
い
フ
ー
ズ
と
協
議
を
行
っ
て

い
ま
す
。

▼
購
買
部
▲

　
　

研
修
セ
ン
タ
ー
に
機
械
修
理
を
出

し
て
も
仕
上
が
り
が
遅
く
、
人
員
が
不

足
し
て
い
る
の
な
ら
増
員
し
て
ほ
し
い
。

　
　

今
後
、
内
部
の
連
携
に
よ
る
対
応
と

増
員
を
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　
　

廃
プ
ラ
の
出
荷
で
フ
レ
コ
ン
の
な

い
人
へ
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
し
て
ほ

し
い
。

　
　

令
和
２
年
度
よ
り
受
入
し
て
い
る

「
㈱
旭
川
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
」
で
は
ト
ラ

ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
が
な
く
、“

吊
り
秤”

に
よ

る
計
量
の
た
め
、
一
空
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
ク

等
で
の
対
応
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

万
一
、
各
自
で
用
意
で
き
な
い
場
合
は
、

数
に
限
り
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
「
㈱
旭
川

環
境
リ
サ
イ
ク
ル
」
で
用
意
を
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ

い
。
ご
面
倒
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　

「
作
業
機
付
き
ト
ラ
ク
タ
ー
の
公

道
走
行
」
に
つ
い
て
、
組
合
員
へ
の
周

知
不
足
に
よ
り
内
容
を
知
ら
な
い
方
が

い
た
た
め
、
も
う
一
度
周
知
を
お
願
い

し
た
い
。

　
　

農
機
協
や
広
報
誌
を
通
じ
、
周
知
い

た
し
ま
す
。

　
　

研
修
セ
ン
タ
ー
で
以
前
扱
っ
て
い

た
、
ト
ラ
ク
タ
ー
廃
タ
イ
ヤ
の
処
分
に

つ
い
て
、
現
在
の
対
応
に
つ
い
て
教
え

て
ほ
し
い
。

　
　

10
月
の
農
業
機
械
、
部
品
等
廃
棄
物

回
収
処
分
の
際
に
持
込
み
い
た
だ
け
れ
ば
、

処
分
料
金
が
掛
か
り
ま
す
が
処
分
が
可
能

で
す
。
な
お
、
廃
ゴ
ム
ク
ロ
ー
ラ
の
引
き

受
け
は
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
研
修
セ

ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
　

【
ス
タ
ン
ド
の
時
短
営
業
、
休
日

の
設
定
に
つ
い
て
】

・
営
業
時
間
が
長
い
ほ
う
が
良
い
が
、

　

費
用
対
効
果
を
考
え
れ
ば
特
に
問
題

　

は
な
い
。

・
従
来
ど
お
り
の
配
送
対
応
で
あ
れ
ば

　

不
便
は
な
い
。

　
　

４
月
以
降
も
時
短
営
業
と
定
休
日
の

設
定
を
さ
せ
て
頂
き
、
営
業
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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２
・
３
月
号
に
引
き
続
き
、
大
雪
山
麓
倶

楽
部
の
活
動
紹
介
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　

活
動
の
中
で

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
と
は
直
接
結
び
つ
き

ま
せ
ん
が
、
毎
年
６
月
に
行
っ
て
い
た
管
外

視
察
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
内
容
の
変
更
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
は
、
大
豆
間

作
小
麦
栽
培
と
コ
ン
ト
ラ
事
業
が
盛
ん
な
北

見
方
面
へ
視
察
に
行
く
計
画
を
立
て
て
い
ま

し
た
が
、
行
っ
て
も
歓
迎
さ
れ
な
い
状
況
や
、

様
々
な
懸
念
を
考
慮
す
る
と
断
念
せ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
町
内
各
地
の

会
員
ほ
場
（
特
に
春
小
麦
）
を
見
て
回
り
、

知
識
を
深
め
ま
し
た
。
東
西
南
北
に
散
ら
ば

る
そ
れ
ぞ
れ
の
ほ
場
は
、
条
件
が
変
わ
れ
ば

景
色
も
変
わ
り
、
降
っ
て
い
た
雨
が
地
域
が

変
わ
る
と
全
く
降
っ
て
い
な
か
っ
た
り
、
同

じ
美
瑛
町
内
で
も
そ
の
「
違
い
」
を
改
め
て

認
識
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
皆

が
普
段
か
ら
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
農
作
業
に
精

を
出
し
て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

互
い
に
理
解
を
深
め
合
い
ま
し
た
。
移
動
し

た
距
離
数
は
、
管
外
視
察
に
匹
敵
す
る
ほ
ど

だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

同
じ
時
期
に
、
11
月
開
催
予
定
の
上
川
農

業
者
青
年
会
議
（
ア
グ
リ
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
の

実
行
委
員
会
議
も
行
わ
れ
、
開
催
の
是
非
や

そ
の
方
法
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
参

加
し
た
の
は
さ
ん
ろ
く
の
他
、
士
別
Ｂ
Ｌ
Ｕ

Ｅ　

Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｓ
、
名
寄
市
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
、

鷹
栖
町
Ｎ
Ａ
Ｔ
、
各
普
及
セ
ン
タ
ー
職
員
が

上
川
総
合
振
興
局
に
集
い
ま
し
た
。
そ
も
そ

も
今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
北
海
道
農

業
者
青
年
会
議
（
全
道
大
会
）
へ
の
切
符
が

な
い
こ
と
は
決
定
し
て
い
て
、
大
変
な
状
況

下
で
の
開
催
自
体
を
疑
問
視
す
る
声
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
倶
楽

部
が
す
で
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
取
り
組
ん
で

い
る
経
過
や
、
発
表
で
き
る
場
を
作
り
た
い

と
い
う
想
い
を
話
し
合
い
、
通
常
と
違
う
形

で
の
開
催
方
法
を
模
索
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
上
川
管
内
で
の
み
順
位
を
つ
け
る
こ
と

を
条
件
に
発
表
動
画
を
制
作
し
、
そ
れ
を
送

っ
て
審
査
を
行
い
、
１
つ
の
会
場
に
大
人
数

が
集
わ
な
い
方
法
で
の
開
催
が
決
ま
り
ま
し

た
。

　

私
た
ち
さ
ん
ろ
く
は
、
デ
ー
タ
の
積
み
重

ね
を
目
標
に
今
年
度
は
出
場
を
辞
退
し
ま
し

が
、
市
町
村
を
超
え
て
集
ま
っ
た
青
年
や
違

う
立
場
の
人
々
が
、
意
見
を
出
し
合
い
解
決

策
を
導
き
出
し
た
こ
と
は
と
て
も
勉
強
に
な

り
刺
激
に
も
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
諦
め
る
こ
と
が
多
か
っ
た
中
、
「
で
き
な

い
」
を
前
提
で
話
し
合
う
こ
と
が
当
た
り
前

で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
で
き
る
こ
と
は
何
か

を
探
り
な
が
ら
前
向
き
な
意
見
で
話
を
進
め
、

今
ま
で
の
方
法
を
変
え
て
時
代
に
合
っ
た
形

で
答
え
が
出
せ
ま
し
た
。
こ
の
姿
勢
は
今
後

の
倶
楽
部
活
動
の
新
た
な
可
能
性
を
見
い
出

す
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。
答
え
を

出
す
た
め
の
議
論
の
仕
方
が
重
要
で
、
諦
め

ず
に
や
り
方
を
変
え
て
い
く
柔
軟
な
姿
勢
を

学
ん
だ
時
間
で
し
た
。

　

さ
ん
ろ
く
は
、
普
及
セ
ン
タ
ー
を
事
務
局

と
し
て
い
る
の
で
職
員
と
親
し
い
関
係
が
築

け
ま
す
。
営
農
で
困
っ
た
時
に
意
見
を
聞
け

る
第
三
者
が
近
く
に
い
る
こ
と
は
心
強
い
で

す
。
１
次
産
業
従
事
者
同
士
や
同
じ
立
場
の

人
だ
け
で
集
ま
っ
て
い
る
と
、
柔
軟
な
変
化

が
生
ま
れ
づ
ら
い
傾
向
を
感
じ
て
い
ま
す
。

枠
を
超
え
、
業
種
を
超
え
、
地
域
や
国
境
を

超
え
て
、
異
業
種
の
方
々
と
繋
が
る
機
会
は

何
よ
り
も
大
事
と
考
え
、
私
た
ち
は
こ
れ
か

ら
も
研
修
や
交
流
会
を
重
ね
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
ア
グ
リ
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ

ｎ
か
み
か
わ
２
０
２

０
の
結
果
が
気
に
な

る
方
は
こ
ち
ら
の
上

川
総
合
振
興
局
農
務

課
の
ペ
ー
ジ
か
ら
、

発
表
者
、
受
賞
者
を

閲
覧
で
き
ま
す
。

　

農
閑
期
を
迎
え
て

　

冬
に
な
り
コ
ロ
ナ
が
再
び
猛
威
を
振
る
い

始
め
た
こ
と
で
、
冬
期
間
の
活
動
も
見
通
し

が
立
た
な
い
状
況
に
な
り
ま
し
た
。
以
前
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ま
と
め
る
の
に
、
数
週
間

会
員
各
自
が
普
及
セ
ン
タ
ー
に
通
い
、
入
れ

替
わ
り
で
作
業
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
極

力
少
人
数
で
、
な
る
べ
く
集
ま
ら
な
い
こ
と

を
心
掛
け
ま
し
た
。
外
部
か
ら
講
師
を
招
い

て
普
及
セ
ン
タ
ー
大
雪
支
所
で
行
っ
て
い
た

研
修
会
も
そ
の
一
つ
で
、
開
催
を
諦
め
て
い

ま
し
た
が
、
そ
ん
な
時
、
１
月
後
半
開
催
予

定
の
「
上
川
農
業
法
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が

主
催
し
て
い
る
研
修
会
へ
一
般
の
参
加
が
可

能
だ
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
人
数
制

限
を
設
け
て
、
感
染
対
策
を
し
て
い
る
大
き

な
会
場
な
ら
、
自
分
た
ち
で
開
催
す
る
よ
り

は
リ
ス
ク
を
回
避
で
き
る
と
考
え
、
希
望
者

を
募
り
６
名
で
参
加
し
ま
し
た
。
２
講
演
の

う
ち
１
つ
は
講
師
が
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
活
用
し
て

広
島
県
か
ら
講
演
を
行
い
ま
し
た
が
、
違
和

感
な
く
参
加
で
き
ま
し
た
。
内
容
の
「
類
人

猿
分
類
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、
自
分
と
相
手
の
タ

イ
プ
を
理
解
す
れ
ば
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
取
り
や
す
く
な
る
と
い
う
も
の
。
人
間
に

も
っ
と
も
近
い
と
さ
れ
る
大
型
類
人
猿
は
、

チ
ン
パ
ン
ジ
ー
、
ゴ
リ
ラ
、
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ

ン
、
ボ
ノ
ボ
。
ま
っ
た
く
違
う
そ
れ
ぞ
れ
の

性
格
を
人
間
に
当
て
は
め
て
考
え
て
み
よ
う

と
い
う
も
の
で
し
た
。
特
徴
が
わ
か
れ
ば
人

間
関
係
を
良
好
に
築
け
る
ほ
か
、
摩
擦
を
な

く
し
、
得
意
分
野
を
活
か
し
た
人
事
に
役
立

て
ら
れ
る
と
い
う
内
容
に
ま
で
発
展
し
ま
し

た
。
農
業
技
術
研
修
会
も
大
事
で
は
あ
り
ま

す
が
、
違
う
角
度
か
ら
の
研
修
会
も
有
意
義

な
も
の
で
し
た
。
普
段
の
生
活
の
参
考
に
で

き
る
こ
と
も
多
く
、
自
分
が
ど
の
タ
イ
プ
か

簡
単
に
診
断
す
る
こ

と
も
で
き
る
の
で
、

興
味
が
湧
い
た
方
は

ぜ
ひ
公
式
サ
イ
ト
を

覗
い
て
見
て
み
て
く

だ
さ
い
。
参
加
を
決

め
て
く
れ
た
会
員
に

は
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

翌
日
に
は
、
ク
ラ
ブ
内
の
例
会
「
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
結
果
報
告
と
今
後
」
を
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

を
使
用
た
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
初
開
催
し
、

会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
自
宅
か
ら
参
加
し
ま
し

た
。
こ
れ
も
普
及
セ
ン
タ
ー
に
大
人
数
が
集

ま
る
の
が
難
し
い
状
況
だ
っ
た
の
で
、
今
ま

で
と
は
違
う
方
法
を
試
し
て
み
ま
し
た
。
事

前
に
会
議
内
容
を
デ
ー
タ
で
共
有
し
、
感
想

や
意
見
を
１
人
１
つ
考
え
て
も
ら
い
、
会
員

各
位
の
理

解
と
協
力

を
得
て
挑

み
ま
し
た
。

中
に
は
バ

イ
ト
先
か

ら
参
加
し

て
く
れ
た

会
員
も
。

慣
れ
な
い

や
り
方
に

も
対
応
し

て
く
れ
て
、

嬉
し
い
限

り
で
す
。

対
面
に
勝

る
や
り
方

は
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
感
触
と
し
て
は
悪
く
な
い
な

と
い
う
印
象
で
し
た
。
資
料
は
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
に
な
る
し
、
落
ち
着
け
る
場
所
で
食
べ
な

が
ら
飲
み
な
が
ら
、
子
ど
も
の
面
倒
を
見
な

が
ら
参
加
で
き
て
、
良
い
意
味
で
会
議
の
質

が
変
わ
っ
た
気
が
し
ま
す
。
ま
だ
改
善
点
は

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
先
ど
う
な
る
か

不
透
明
な
中
、
会
議
の
開
催
方
法
の
選
択
肢

と
し
て
あ
り
か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
普
段
か
ら
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
積
極
的

に
活
用
し
、
連
絡
や
報
告
、
写
真
、
資
料
、

位
置
情
報
と
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
共
有
、
時
に

は
ア
ン
ケ
ー
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
発
達
は
、
手
元
で

手
軽
に
情
報
を
共
有
で
き
、
そ
の
便
利
さ
は

活
動
を
し
て
い
く
上
で
大
き
く
役
に
立
っ
て

い
ま
す
。
集
ま
り
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
会

員
へ
は
、
ス
マ
ホ
で
報
告
を
送
り
ま
す
。
フ

リ
ッ
ク
入
力
と
予
測
変
換
を
駆
使
す
れ
ば
、

手
書
き
や
パ
ソ
コ
ン
よ
り
も
早
く
文
字
入
力

が
で
き
ま
す
。
容
易
に
全
員
を
同
じ
目
線
へ

持
っ
て
い
け
る
の
で
、
目
標
や
理
念
を
見
失

う
恐
れ
が
少
な
く
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

例
会
で
は
今
年
度
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
振
り

返
り
な
が
ら
次
年
度
の
方
向
性
や
目
標
を
立

て
ま
し
た
。
前
提
と
し
て
倒
さ
な
い
麦
を
作

り
、
今
年
度
の
取
り
組
み
を
継
承
し
つ
つ
新

た
な
内
容
に
挑
む
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

北
海
道
ア
グ
リ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

４
Ｈ
ク
ラ
ブ
（
農
業
青
年
ク
ラ
ブ
）
と
い

う
も
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
20
〜
30
代

前
半
の
農
業
者
が
中
心
と
な
っ
て
、
農
業
経

営
を
し
て
い
く
う
え
で
身
近
な
課
題
の
解
決

方
法
を
検
討
し
た
り
、
よ
り
良
い
技
術
を
検

討
す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
を
中
心

に
、
消
費
者
や
他
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
、
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
い
る
組
織
で
す
。

１
９
４
８
年
以
降
全
国
各
地
で
４
Ｈ
ク
ラ
ブ

が
誕
生
し
、
１
９
５
５
年
全
国
団
体
で
あ
る

全
国
農
村
青
年
少
年
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会

（
現
・
全
国
農
業
青
年
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議

会
）
が
発
足
。
そ
し
て
、
１
９
５
４
年
道
内

４
Ｈ
ク
ラ
ブ
を
取
り
ま
と
め
る
北
海
道
農
村

青
少
年
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
（
現
・
北
海
道

４
Ｈ
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
）
が
発
足
し
ま
し

た
。
当
初
は
、
各
振
興
局
に
連
絡
協
議
会
が

設
立
さ
れ
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
平

成
に
入
り
、
道
内
農
業
者
の
減
少
に
伴
い
一

部
の
振
興
局
連
絡
協
議
会
が
活
動
を
休
止
。

上
川
振
興
局
連
絡
協
議
会
は
１
９
９
３
年
か

ら
北
海
道
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
の
活
動

を
休
止
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
２
０
１
７

年
に
は
加
盟
す
る
振
興
局
は
４
振
興
局
の
み

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

北
海
道
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
で
の
活

動
を
休
止
し
て
い
な
が
ら
も
、
上
川
振
興
局

主
催
の
ア
グ
リ
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
実
行
委
員

会
が
組
織
さ
れ
、
６
団
体
（
さ
ん
ろ
く
、
名

寄
、
士
別
、
美
深
、
鷹
栖
、
富
良
野
）
が
今

も
活
発
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人

数
は
少
な
く
て
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
を
し

て
い
る
ク
ラ
ブ
が
、
上
川
に
は
多
数
存
在
し

て
い
ま
す
。
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
な
が
ら

も
、
私
た
ち
の
活
動
は
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
と
は

「
別
」
と
い
う
意
識
が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
北
海
道
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
連
絡
協

議
会
は
、
継
続
的
な
活
動
が
困
難
に
な
っ
た

た
め
北
海
道
ア
グ
リ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
設
立

し
、
上
川
も
含
む
各
振
興
局
が
再
び
全
道
組

織
に
加
盟
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
参
加

が
決
ま
る
ま
で
は
、
意
向
調
査
や
会
議
を
重

ね
て
い
き
、
宗
谷
、
留
萌
と
共
に
３
振
興
局

が
１
つ
と
な
っ
て
ア
グ
リ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
参

加
が
決
ま
り
ま
し
た
。
当
初
、
役
員
の
選
出

や
全
道
会
議
へ
の
招
集
に
対
し
、
ク
ラ
ブ
内

や
他
ク
ラ
ブ
（
上
川
管
内
）
か
ら
不
満
の
声

が
多
く
、
発
足
後
も
私
た
ち
は
１
０
０
％
賛

同
で
き
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
う
い
っ

た
形
で
運
営
し
て
し
ま
う
と
、
農
協
青
年
部

と
大
差
な
い
組
織
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う

認
識
で
い
た
た
め
で
す
。

　

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
使

用
し
た
全
道
会
議
が
、
ア
グ
リ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
対
す
る
印
象
を
変
え
る
き
っ
か
け
と
な

り
ま
し
た
。
自
宅
か
ら
全
道
役
員
が
話
す
姿

や
表
情
を
見
た
り
、
他
振
興
局
の
ク
ラ
ブ
会

員
と
話
し
た
り
し
て
み
る
と
、
皆
、
農
業
に

対
し
て
一
途
で
真
面
目
で
し
た
。
画
面
の
向

こ
う
で
話
す
ア
グ
リ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
メ
ン
バ

ー
の
、
仲
間
を
知
り
、
互
い
を
理
解
し
、
発

展
し
て
い
き
た
い
と
い
う
想
い
を
感
じ
た
時
、

人
数
不
足
か
ら
自
分
た
ち
を
無
理
や
り
巻
き

込
ん
だ
厄
介
な
組
織
の
人
た
ち
と
い
う
印
象

が
消
え
、
彼
ら
の
目
的
も
「
交
流
」
だ
っ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
先
に
説
明
し
た
通

り
、
ア
グ
リ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
組
織
で
す
。
そ
こ
へ
自
ら
志
願
し
、

無
償
で
活
動
し
続
け
る
青
年
た
ち
は
輝
い
て

い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
で
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
が

浸
透
し
な
け
れ
ば
彼
ら
を
身
近
に
感
じ
る
こ

と
は
な
く
、
遠
い
存
在
の
ま
ま
で
し
た
。

　

全
道
会
議
へ
の
招
集
な
ど
、
ア
グ
リ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
加
盟
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
生

す
る
「
弊
害
」
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
リ
モ
ー
ト
の
活

用
で
緩
和
し
て
い
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
ア
グ

リ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
知
る
・
繋
が
る

こ
と
を
前
向
き
に
捉
え
て
も
い
い
か
な
と
感

じ
て
い
ま
す
。
さ
ん
ろ
く
の
よ
う
に
活
発
に

活
動
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
の
存
在
や
、
市
町
村

を
ま
た
い
で
振
興
局
全
体
で
管
内
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
る
ク
ラ
ブ
な
ど
、

新
た
な
刺
激
を
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
も
な

り
ま
す
。
他
を
知
る
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の

成
長
に
繋
げ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
今
で

は
、
さ
ん
ろ
く
と
ア
グ
リ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

「
別
」
で
は
な
い
気
が
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に

　

３
か
月
間
に
渡
り
、
さ
ん
ろ
く
の
記
事
を

読
ん
で
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
い
か
が
で
し

た
か
。
つ
た
な
い
文
書
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

当
初
の
予
定
掲
載
期
間
を
超
え
て
も
快
く
承

諾
し
て
い
た
だ
い
た
丘
の
大
地
編
集
部
の
皆

さ
ま
へ
も
重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
私
た
ち
は
自
分
た
ち
の
た
め
、
町

の
農
業
発
展
の
た
め
に
研
究
を
続
け
て
い
く

所
存
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ず

暖
か
い
眼
差
し
や
、
助
言
を
大
い
に
い
た
だ

け
れ
ば
や
る
気
や
勇
気
が
湧
い
て
き
ま
す
。

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企
画
な
ど
、
目
的
が
共

有
で
き
れ
ば
、
ぜ
ひ
一
緒
に
取
り
組
み
ま
し

ょ
う
！
そ
し
て
、
さ
ん
ろ
く
は
新
規
会
員
も

大
募
集
中
で
す
。
興
味
が
湧
い
た
方
、
知
識

や
経
験
を
深
め
た
い
方
、
交
流
を
し
た
い
方

の
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
際
は
普
及
セ
ン
タ
ー
大
雪
支
所
や
、
お

近
く
の
さ
ん
ろ
く
会
員
に
気
軽
に
お
声
か
け

下
さ
い
。
大
歓
迎
で
す
！
17
年
目
を
迎
え
る

私
た
ち
大
雪
山
麓
倶
楽
部
と
、
こ
れ
か
ら
も

お
付
き
合
い
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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２
・
３
月
号
に
引
き
続
き
、
大
雪
山
麓
倶

楽
部
の
活
動
紹
介
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　

活
動
の
中
で

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
と
は
直
接
結
び
つ
き

ま
せ
ん
が
、
毎
年
６
月
に
行
っ
て
い
た
管
外

視
察
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
内
容
の
変
更
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
は
、
大
豆
間

作
小
麦
栽
培
と
コ
ン
ト
ラ
事
業
が
盛
ん
な
北

見
方
面
へ
視
察
に
行
く
計
画
を
立
て
て
い
ま

し
た
が
、
行
っ
て
も
歓
迎
さ
れ
な
い
状
況
や
、

様
々
な
懸
念
を
考
慮
す
る
と
断
念
せ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
町
内
各
地
の

会
員
ほ
場
（
特
に
春
小
麦
）
を
見
て
回
り
、

知
識
を
深
め
ま
し
た
。
東
西
南
北
に
散
ら
ば

る
そ
れ
ぞ
れ
の
ほ
場
は
、
条
件
が
変
わ
れ
ば

景
色
も
変
わ
り
、
降
っ
て
い
た
雨
が
地
域
が

変
わ
る
と
全
く
降
っ
て
い
な
か
っ
た
り
、
同

じ
美
瑛
町
内
で
も
そ
の
「
違
い
」
を
改
め
て

認
識
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
皆

が
普
段
か
ら
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
農
作
業
に
精

を
出
し
て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

互
い
に
理
解
を
深
め
合
い
ま
し
た
。
移
動
し

た
距
離
数
は
、
管
外
視
察
に
匹
敵
す
る
ほ
ど

だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

同
じ
時
期
に
、
11
月
開
催
予
定
の
上
川
農

業
者
青
年
会
議
（
ア
グ
リ
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
の

実
行
委
員
会
議
も
行
わ
れ
、
開
催
の
是
非
や

そ
の
方
法
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
参

加
し
た
の
は
さ
ん
ろ
く
の
他
、
士
別
Ｂ
Ｌ
Ｕ

Ｅ　

Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｓ
、
名
寄
市
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
、

鷹
栖
町
Ｎ
Ａ
Ｔ
、
各
普
及
セ
ン
タ
ー
職
員
が

上
川
総
合
振
興
局
に
集
い
ま
し
た
。
そ
も
そ

も
今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
北
海
道
農

業
者
青
年
会
議
（
全
道
大
会
）
へ
の
切
符
が

な
い
こ
と
は
決
定
し
て
い
て
、
大
変
な
状
況

下
で
の
開
催
自
体
を
疑
問
視
す
る
声
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
倶
楽

部
が
す
で
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
取
り
組
ん
で

い
る
経
過
や
、
発
表
で
き
る
場
を
作
り
た
い

と
い
う
想
い
を
話
し
合
い
、
通
常
と
違
う
形

で
の
開
催
方
法
を
模
索
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
上
川
管
内
で
の
み
順
位
を
つ
け
る
こ
と

を
条
件
に
発
表
動
画
を
制
作
し
、
そ
れ
を
送

っ
て
審
査
を
行
い
、
１
つ
の
会
場
に
大
人
数

が
集
わ
な
い
方
法
で
の
開
催
が
決
ま
り
ま
し

た
。

　

私
た
ち
さ
ん
ろ
く
は
、
デ
ー
タ
の
積
み
重

ね
を
目
標
に
今
年
度
は
出
場
を
辞
退
し
ま
し

が
、
市
町
村
を
超
え
て
集
ま
っ
た
青
年
や
違

う
立
場
の
人
々
が
、
意
見
を
出
し
合
い
解
決

策
を
導
き
出
し
た
こ
と
は
と
て
も
勉
強
に
な

り
刺
激
に
も
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
諦
め
る
こ
と
が
多
か
っ
た
中
、
「
で
き
な

い
」
を
前
提
で
話
し
合
う
こ
と
が
当
た
り
前

で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
で
き
る
こ
と
は
何
か

を
探
り
な
が
ら
前
向
き
な
意
見
で
話
を
進
め
、

今
ま
で
の
方
法
を
変
え
て
時
代
に
合
っ
た
形

で
答
え
が
出
せ
ま
し
た
。
こ
の
姿
勢
は
今
後

の
倶
楽
部
活
動
の
新
た
な
可
能
性
を
見
い
出

す
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。
答
え
を

出
す
た
め
の
議
論
の
仕
方
が
重
要
で
、
諦
め

ず
に
や
り
方
を
変
え
て
い
く
柔
軟
な
姿
勢
を

学
ん
だ
時
間
で
し
た
。

　

さ
ん
ろ
く
は
、
普
及
セ
ン
タ
ー
を
事
務
局

と
し
て
い
る
の
で
職
員
と
親
し
い
関
係
が
築

け
ま
す
。
営
農
で
困
っ
た
時
に
意
見
を
聞
け

る
第
三
者
が
近
く
に
い
る
こ
と
は
心
強
い
で

す
。
１
次
産
業
従
事
者
同
士
や
同
じ
立
場
の

人
だ
け
で
集
ま
っ
て
い
る
と
、
柔
軟
な
変
化

が
生
ま
れ
づ
ら
い
傾
向
を
感
じ
て
い
ま
す
。

枠
を
超
え
、
業
種
を
超
え
、
地
域
や
国
境
を

超
え
て
、
異
業
種
の
方
々
と
繋
が
る
機
会
は

何
よ
り
も
大
事
と
考
え
、
私
た
ち
は
こ
れ
か

ら
も
研
修
や
交
流
会
を
重
ね
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
ア
グ
リ
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ

ｎ
か
み
か
わ
２
０
２

０
の
結
果
が
気
に
な

る
方
は
こ
ち
ら
の
上

川
総
合
振
興
局
農
務

課
の
ペ
ー
ジ
か
ら
、

発
表
者
、
受
賞
者
を

閲
覧
で
き
ま
す
。

　

農
閑
期
を
迎
え
て

　

冬
に
な
り
コ
ロ
ナ
が
再
び
猛
威
を
振
る
い

始
め
た
こ
と
で
、
冬
期
間
の
活
動
も
見
通
し

が
立
た
な
い
状
況
に
な
り
ま
し
た
。
以
前
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ま
と
め
る
の
に
、
数
週
間

会
員
各
自
が
普
及
セ
ン
タ
ー
に
通
い
、
入
れ

替
わ
り
で
作
業
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
極

力
少
人
数
で
、
な
る
べ
く
集
ま
ら
な
い
こ
と

を
心
掛
け
ま
し
た
。
外
部
か
ら
講
師
を
招
い

て
普
及
セ
ン
タ
ー
大
雪
支
所
で
行
っ
て
い
た

研
修
会
も
そ
の
一
つ
で
、
開
催
を
諦
め
て
い

ま
し
た
が
、
そ
ん
な
時
、
１
月
後
半
開
催
予

定
の
「
上
川
農
業
法
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が

主
催
し
て
い
る
研
修
会
へ
一
般
の
参
加
が
可

能
だ
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
人
数
制

限
を
設
け
て
、
感
染
対
策
を
し
て
い
る
大
き

な
会
場
な
ら
、
自
分
た
ち
で
開
催
す
る
よ
り

は
リ
ス
ク
を
回
避
で
き
る
と
考
え
、
希
望
者

を
募
り
６
名
で
参
加
し
ま
し
た
。
２
講
演
の

う
ち
１
つ
は
講
師
が
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
活
用
し
て

広
島
県
か
ら
講
演
を
行
い
ま
し
た
が
、
違
和

感
な
く
参
加
で
き
ま
し
た
。
内
容
の
「
類
人

猿
分
類
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、
自
分
と
相
手
の
タ

イ
プ
を
理
解
す
れ
ば
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
取
り
や
す
く
な
る
と
い
う
も
の
。
人
間
に

も
っ
と
も
近
い
と
さ
れ
る
大
型
類
人
猿
は
、

チ
ン
パ
ン
ジ
ー
、
ゴ
リ
ラ
、
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ

ン
、
ボ
ノ
ボ
。
ま
っ
た
く
違
う
そ
れ
ぞ
れ
の

性
格
を
人
間
に
当
て
は
め
て
考
え
て
み
よ
う

と
い
う
も
の
で
し
た
。
特
徴
が
わ
か
れ
ば
人

間
関
係
を
良
好
に
築
け
る
ほ
か
、
摩
擦
を
な

く
し
、
得
意
分
野
を
活
か
し
た
人
事
に
役
立

て
ら
れ
る
と
い
う
内
容
に
ま
で
発
展
し
ま
し

た
。
農
業
技
術
研
修
会
も
大
事
で
は
あ
り
ま

す
が
、
違
う
角
度
か
ら
の
研
修
会
も
有
意
義

な
も
の
で
し
た
。
普
段
の
生
活
の
参
考
に
で

き
る
こ
と
も
多
く
、
自
分
が
ど
の
タ
イ
プ
か

簡
単
に
診
断
す
る
こ

と
も
で
き
る
の
で
、

興
味
が
湧
い
た
方
は

ぜ
ひ
公
式
サ
イ
ト
を

覗
い
て
見
て
み
て
く

だ
さ
い
。
参
加
を
決

め
て
く
れ
た
会
員
に

は
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

翌
日
に
は
、
ク
ラ
ブ
内
の
例
会
「
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
結
果
報
告
と
今
後
」
を
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

を
使
用
た
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
初
開
催
し
、

会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
自
宅
か
ら
参
加
し
ま
し

た
。
こ
れ
も
普
及
セ
ン
タ
ー
に
大
人
数
が
集

ま
る
の
が
難
し
い
状
況
だ
っ
た
の
で
、
今
ま

で
と
は
違
う
方
法
を
試
し
て
み
ま
し
た
。
事

前
に
会
議
内
容
を
デ
ー
タ
で
共
有
し
、
感
想

や
意
見
を
１
人
１
つ
考
え
て
も
ら
い
、
会
員

各
位
の
理

解
と
協
力

を
得
て
挑

み
ま
し
た
。

中
に
は
バ

イ
ト
先
か

ら
参
加
し

て
く
れ
た

会
員
も
。

慣
れ
な
い

や
り
方
に

も
対
応
し

て
く
れ
て
、

嬉
し
い
限

り
で
す
。

対
面
に
勝

る
や
り
方

は
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
感
触
と
し
て
は
悪
く
な
い
な

と
い
う
印
象
で
し
た
。
資
料
は
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
に
な
る
し
、
落
ち
着
け
る
場
所
で
食
べ
な

が
ら
飲
み
な
が
ら
、
子
ど
も
の
面
倒
を
見
な

が
ら
参
加
で
き
て
、
良
い
意
味
で
会
議
の
質

が
変
わ
っ
た
気
が
し
ま
す
。
ま
だ
改
善
点
は

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
先
ど
う
な
る
か

不
透
明
な
中
、
会
議
の
開
催
方
法
の
選
択
肢

と
し
て
あ
り
か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
普
段
か
ら
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
積
極
的

に
活
用
し
、
連
絡
や
報
告
、
写
真
、
資
料
、

位
置
情
報
と
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
共
有
、
時
に

は
ア
ン
ケ
ー
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
発
達
は
、
手
元
で

手
軽
に
情
報
を
共
有
で
き
、
そ
の
便
利
さ
は

活
動
を
し
て
い
く
上
で
大
き
く
役
に
立
っ
て

い
ま
す
。
集
ま
り
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
会

員
へ
は
、
ス
マ
ホ
で
報
告
を
送
り
ま
す
。
フ

リ
ッ
ク
入
力
と
予
測
変
換
を
駆
使
す
れ
ば
、

手
書
き
や
パ
ソ
コ
ン
よ
り
も
早
く
文
字
入
力

が
で
き
ま
す
。
容
易
に
全
員
を
同
じ
目
線
へ

持
っ
て
い
け
る
の
で
、
目
標
や
理
念
を
見
失

う
恐
れ
が
少
な
く
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

例
会
で
は
今
年
度
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
振
り

返
り
な
が
ら
次
年
度
の
方
向
性
や
目
標
を
立

て
ま
し
た
。
前
提
と
し
て
倒
さ
な
い
麦
を
作

り
、
今
年
度
の
取
り
組
み
を
継
承
し
つ
つ
新

た
な
内
容
に
挑
む
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

北
海
道
ア
グ
リ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

４
Ｈ
ク
ラ
ブ
（
農
業
青
年
ク
ラ
ブ
）
と
い

う
も
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
20
〜
30
代

前
半
の
農
業
者
が
中
心
と
な
っ
て
、
農
業
経

営
を
し
て
い
く
う
え
で
身
近
な
課
題
の
解
決

方
法
を
検
討
し
た
り
、
よ
り
良
い
技
術
を
検

討
す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
を
中
心

に
、
消
費
者
や
他
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
、
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
い
る
組
織
で
す
。

１
９
４
８
年
以
降
全
国
各
地
で
４
Ｈ
ク
ラ
ブ

が
誕
生
し
、
１
９
５
５
年
全
国
団
体
で
あ
る

全
国
農
村
青
年
少
年
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会

（
現
・
全
国
農
業
青
年
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議

会
）
が
発
足
。
そ
し
て
、
１
９
５
４
年
道
内

４
Ｈ
ク
ラ
ブ
を
取
り
ま
と
め
る
北
海
道
農
村

青
少
年
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
（
現
・
北
海
道

４
Ｈ
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
）
が
発
足
し
ま
し

た
。
当
初
は
、
各
振
興
局
に
連
絡
協
議
会
が

設
立
さ
れ
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
平

成
に
入
り
、
道
内
農
業
者
の
減
少
に
伴
い
一

部
の
振
興
局
連
絡
協
議
会
が
活
動
を
休
止
。

上
川
振
興
局
連
絡
協
議
会
は
１
９
９
３
年
か

ら
北
海
道
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
の
活
動

を
休
止
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
２
０
１
７

年
に
は
加
盟
す
る
振
興
局
は
４
振
興
局
の
み

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

北
海
道
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
で
の
活

動
を
休
止
し
て
い
な
が
ら
も
、
上
川
振
興
局

主
催
の
ア
グ
リ
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
実
行
委
員

会
が
組
織
さ
れ
、
６
団
体
（
さ
ん
ろ
く
、
名

寄
、
士
別
、
美
深
、
鷹
栖
、
富
良
野
）
が
今

も
活
発
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人

数
は
少
な
く
て
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
を
し

て
い
る
ク
ラ
ブ
が
、
上
川
に
は
多
数
存
在
し

て
い
ま
す
。
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
な
が
ら

も
、
私
た
ち
の
活
動
は
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
と
は

「
別
」
と
い
う
意
識
が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
北
海
道
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
連
絡
協

議
会
は
、
継
続
的
な
活
動
が
困
難
に
な
っ
た

た
め
北
海
道
ア
グ
リ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
設
立

し
、
上
川
も
含
む
各
振
興
局
が
再
び
全
道
組

織
に
加
盟
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
参
加

が
決
ま
る
ま
で
は
、
意
向
調
査
や
会
議
を
重

ね
て
い
き
、
宗
谷
、
留
萌
と
共
に
３
振
興
局

が
１
つ
と
な
っ
て
ア
グ
リ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
参

加
が
決
ま
り
ま
し
た
。
当
初
、
役
員
の
選
出

や
全
道
会
議
へ
の
招
集
に
対
し
、
ク
ラ
ブ
内

や
他
ク
ラ
ブ
（
上
川
管
内
）
か
ら
不
満
の
声

が
多
く
、
発
足
後
も
私
た
ち
は
１
０
０
％
賛

同
で
き
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
う
い
っ

た
形
で
運
営
し
て
し
ま
う
と
、
農
協
青
年
部

と
大
差
な
い
組
織
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う

認
識
で
い
た
た
め
で
す
。

　

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
使

用
し
た
全
道
会
議
が
、
ア
グ
リ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
対
す
る
印
象
を
変
え
る
き
っ
か
け
と
な

り
ま
し
た
。
自
宅
か
ら
全
道
役
員
が
話
す
姿

や
表
情
を
見
た
り
、
他
振
興
局
の
ク
ラ
ブ
会

員
と
話
し
た
り
し
て
み
る
と
、
皆
、
農
業
に

対
し
て
一
途
で
真
面
目
で
し
た
。
画
面
の
向

こ
う
で
話
す
ア
グ
リ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
メ
ン
バ

ー
の
、
仲
間
を
知
り
、
互
い
を
理
解
し
、
発

展
し
て
い
き
た
い
と
い
う
想
い
を
感
じ
た
時
、

人
数
不
足
か
ら
自
分
た
ち
を
無
理
や
り
巻
き

込
ん
だ
厄
介
な
組
織
の
人
た
ち
と
い
う
印
象

が
消
え
、
彼
ら
の
目
的
も
「
交
流
」
だ
っ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
先
に
説
明
し
た
通

り
、
ア
グ
リ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
組
織
で
す
。
そ
こ
へ
自
ら
志
願
し
、

無
償
で
活
動
し
続
け
る
青
年
た
ち
は
輝
い
て

い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
で
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
が

浸
透
し
な
け
れ
ば
彼
ら
を
身
近
に
感
じ
る
こ

と
は
な
く
、
遠
い
存
在
の
ま
ま
で
し
た
。

　

全
道
会
議
へ
の
招
集
な
ど
、
ア
グ
リ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
加
盟
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
生

す
る
「
弊
害
」
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
リ
モ
ー
ト
の
活

用
で
緩
和
し
て
い
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
ア
グ

リ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
知
る
・
繋
が
る

こ
と
を
前
向
き
に
捉
え
て
も
い
い
か
な
と
感

じ
て
い
ま
す
。
さ
ん
ろ
く
の
よ
う
に
活
発
に

活
動
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
の
存
在
や
、
市
町
村

を
ま
た
い
で
振
興
局
全
体
で
管
内
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
る
ク
ラ
ブ
な
ど
、

新
た
な
刺
激
を
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
も
な

り
ま
す
。
他
を
知
る
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の

成
長
に
繋
げ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
今
で

は
、
さ
ん
ろ
く
と
ア
グ
リ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

「
別
」
で
は
な
い
気
が
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に

　

３
か
月
間
に
渡
り
、
さ
ん
ろ
く
の
記
事
を

読
ん
で
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
い
か
が
で
し

た
か
。
つ
た
な
い
文
書
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

当
初
の
予
定
掲
載
期
間
を
超
え
て
も
快
く
承

諾
し
て
い
た
だ
い
た
丘
の
大
地
編
集
部
の
皆

さ
ま
へ
も
重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
私
た
ち
は
自
分
た
ち
の
た
め
、
町

の
農
業
発
展
の
た
め
に
研
究
を
続
け
て
い
く

所
存
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ず

暖
か
い
眼
差
し
や
、
助
言
を
大
い
に
い
た
だ

け
れ
ば
や
る
気
や
勇
気
が
湧
い
て
き
ま
す
。

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企
画
な
ど
、
目
的
が
共

有
で
き
れ
ば
、
ぜ
ひ
一
緒
に
取
り
組
み
ま
し

ょ
う
！
そ
し
て
、
さ
ん
ろ
く
は
新
規
会
員
も

大
募
集
中
で
す
。
興
味
が
湧
い
た
方
、
知
識

や
経
験
を
深
め
た
い
方
、
交
流
を
し
た
い
方

の
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
際
は
普
及
セ
ン
タ
ー
大
雪
支
所
や
、
お

近
く
の
さ
ん
ろ
く
会
員
に
気
軽
に
お
声
か
け

下
さ
い
。
大
歓
迎
で
す
！
17
年
目
を
迎
え
る

私
た
ち
大
雪
山
麓
倶
楽
部
と
、
こ
れ
か
ら
も

お
付
き
合
い
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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　４月は新生活が始まる季節です。当ＪＡにも３名の新採
用職員がまいりましたので、ご紹介します。皆さんのお役
に立てるよう、力を尽くして頑張りますので、よろしくお
願いします！

期待の春!期待の春!
令和3年度

新採用職員の紹介
令和3年度

新採用職員の紹介

①
美
瑛
町　

②
札
幌
北
斗
高
校　

③
映
画

鑑
賞　

④
果
物　

⑤
美
瑛
町
で
生
ま
れ
、

美
瑛
町
に
就
職
で
き
る
こ
と
が
と
て
も
嬉

し
い
で
す
。
一
日
で
も
早
く
仕
事
を
覚
え

ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
新
卒
採
用
◆

質
問
事
項　

①
出
身
地　

②
出
身
校　

③
趣
味

　
　
　
　
　

④
好
き
な
食
べ
物

　
　
　
　
　

⑤
入
組
に
あ
た
っ
て
の
意
気
込
み

神谷　志穂
かみや しほ

①
中
富
良
野
町　

②
旭
川
高
等
技
術
専
門

学
院　

自
動
車
整
備
科　

③
野
球
・
ア
ニ

メ
鑑
賞　

④
お
寿
司
・
ス
テ
ー
キ　

⑤
社

会
人
と
し
て
の
自
覚
を
し
っ
か
り
と
持
ち
、

少
し
で
も
早
く
仕
事
に
慣
れ
て
い
け
る
よ

う
、
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

齊藤　　陸
さいとう りく

①
留
萌
市　

②
旭
川
大
学
付
属
高
校　

③

体
を
動
か
す
こ
と
・
野
球　

④
ラ
ー
メ
ン

⑤
入
組
し
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
だ
と

思
い
ま
す
が
、
周
り
の
方
々
の
動
き
を
目

で
見
て
覚
え
、
早
く
職
場
に
慣
れ
て
、
自

分
の
良
さ
を
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
こ
の
美
瑛
町
を
今
よ
り
も

素
敵
な
街
に
し
て
い
け
る
よ
う
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。

秋山　偉邑
あきやま いおり

　
驚
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
弁
当
は
中

国
の
浙
江
省
杭
州
辺
り
が
ル
ー
ツ
で
す
。

「
便
当
」
と
書
き
ま
す
。
食
べ
物
を
容
器

に
入
れ
て
持
ち
運
び
が
で
き
、
当
座
に
便

利
の
意
味
で
す
。

　
こ
の
「
便
当
」
の
文
化
が
室
町
時
代
に

京
都
に
伝
わ
り
、
辨
当
、
さ
ら
に
弁
当
と

書
き
改
め
ら
れ
た
の
で
す
。
便
は
便
所
や

便
痢
（
下
痢
）
に
通
じ
、
食
物
と
し
て
ふ

さ
わ
し
く
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　
花
見
弁
当
が
盛
ん
に
な
る
の
は
、
絢
爛

（
け
ん
ら
ん
）
た
る
文
化
を
迎
え
た
安
土

桃
山
時
代
で
す
。
京
都
の
町
衆
（
商
人
）

た
ち
は
、
と
っ
く
り
や
杯
、
取
り
皿
、
幾

種
類
も
の
酒
肴
（
し
ゅ
こ
う
）
を
コ
ン
パ

ク
ト
に
組
み
込
ん
だ
重
箱
を
提
げ
、
花
見

へ
と
繰
り
出
し
た
の
で
す
。
な
ん
と
即
席

の
い
け
す
水
泉
を
作
り
、
コ
イ
や
フ
ナ
、

ア
ユ
な
ど
を
泳
が
せ
て
、
刺
し
身
や
焼
き

物
に
し
て
興
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。
締
め
く
く
り
は

焼
き
お
に
ぎ
り
。
こ
れ
に

ツ
ク
シ
や
菜
の
花
の
あ
え

物
が
付
き
ま
し
た
。

　
貨
幣
経
済
が
発
達
す
る

江
戸
元
禄
時
代
に
入
る
と

庶
民
に
ま
で
花
見
弁
当
が

広
が
り
、
桜
の
名
所
へ
と

人
々
は
め
い
め
い
手
作
り

の
弁
当
を
提
げ
、
妖
艶
な
色
香
を
漂
わ
せ

る
花
の
下
で
、
花
よ
り
団
子
、
飲
食
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　
江
戸
や
上
方
だ
け
で
は
な
く
、
地
方
の

農
村
に
も
こ
の
花
見
弁
当
が
広
が
り
、
明

日
へ
の
英
気
を
養
う
と
同
時
に
今
年
の
豊

作
を
願
っ
た
の
で
す
。

　
桜
の
サ
は
稲
の
神
様
、
ク
ラ
は
そ
の
居

場
所
。
花
の
咲
き
具
合
で
吉
凶
を
占
っ
た

の
で
す
。

　
戦
後
の
食
料
の
乏
し
い
時
代
で
も
、
漫

画
『
サ
ザ
エ
さ
ん
』
の
磯
野
家
は
家
族
そ

ろ
っ
て
満
開
の
桜
の
木
の
下
で
さ
さ
や
か

な
が
ら
、
和
や
か
な
宴
を
開
い
て
い
ま
す
。

今
も
な
お
、
庶
民
の
楽
し
み
。
花
見
弁
当

は
親
族
、
友
人
、
社
会
の
絆
を
強
く
結
ん

で
い
る
の
で
す
。

　
な
ぜ
に
日
本
で
弁
当
文
化
が
発
達
し
た

の
で
し
ょ
う
。
そ
の
秘
密
は
日
本
の
米
に

あ
る
の
で
す
。
冷
め
て

も
お
い
し
い
か
ら
で
す
。

お
か
ず
も
そ
の
通
り
。

近
年
の
米
は
さ
ら
に
進

化
し
て
、
調
理
法
に
合

っ
た
米
が
開
発
さ
れ
て

い
ま
す
。
世
界
に
向
か

っ
て
自
信
を
持
っ
て
輸

出
が
で
き
る
時
代
を
迎

え
ま
し
た
。

お
花
見
弁
当

伝
承
料
理
研
究
家
●
奥
村
彪
生
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⑴フライパンにオリーブ油をひき、アサリ、角切りにしたトマト、つぶしたニンニクを
入れてふたをして弱火にかける。

⑵ニンニクの香りが立ったら、白ワイン、塩昆布、切った小松菜をさらに入れてふた
をする。

⑶アサリの口が開いたら器に盛り付け出来上がり。

「
ホ
タ
ル
イ
カ
と

　
ナ
バ
ナ
の
お
ひ
た
し
」

永井　智一（ながい・ともかず）
茨城県笠間市にある

「天晴」
オーナーシェフ

ホタルイカ

ナバナ

おろしショウガ

トマト

◆だし汁

　かつおだし

　薄口しょうゆ

　みりん

………………20杯

……………………1わ

……………適宜

………………………1個

…1と1/2カップ

………大さじ1

………………大さじ1

⑴鍋に湯を沸かし、目･口を取り除いたホタルイカを入れて湯通
ししてざるにあげる。同じ鍋に塩少々を入れてナバナをゆで、
冷水に落として水気を切る。

⑵だし汁の材料を鍋に入れて沸騰させ、冷ましてから⑴を入れ
て味を含ませる。

⑶器に盛り付け、おろしショウガ、食べやすい大きさに切ったト
マトを添えて出来上がり。

「
ア
サ
リ
と

　
　
ト
マ
ト
の

　
　
　
オ
イ
ル
蒸
し
」

「
ア
サ
リ
と

　
　
ト
マ
ト
の

　
　
　
オ
イ
ル
蒸
し
」

アサリ
トマト
小松菜
ニンニク
オリーブ油
白ワイン
塩昆布

…………………………200g
………………………………1個
…………………………1/2束
…………………………1片
……………………大さじ1

………………………大さじ2
……………………………少々
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注！ハガキは63円です

5 8 12 19 171

6 13 152

7 112

7 9 7

7 7 163

14 74

7 10

A E

E

E B

C EF

D E

E

EF
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4

①
東
京
の
桜
の
名
所
。
西
郷
隆
盛
像

が
あ
り
ま
す

②
ラ
ン
チ
ュ
ウ
や
コ
メ
ッ
ト
は
こ
の

一
種

③
ド
ラ
イ
バ
ー
で
締
め
た
り
外
し
た

り
④
威
力
が
あ
っ
て
速
い
球
の
こ
と

⑥
ム
ジ
ュ
ン
の
ム
が
表
す
物

⑧
矢
を
つ
が
え
ま
す

⑩
ス
マ
ホ
の
検
索
―
―
を
削
除
し
た

⑬
う
ず
ら
豆
は
、
―
―
豆
の
品
種
の

一
つ
で
す

⑮
靴
を
数
え
る
と
き
に
使
う
言
葉

⑰
１
０
０
０
㎏
は
１
―
―
で
す

⑲
漢
字
で
書
く
と
木
瓜
。
美
し
い
花

が
咲
く
植
物
で
す

②
お
稲
荷
さ
ん
の
お
使
い
で
す

⑤
小
さ
な
子
ど
も
に
読
み
聞
か
せ
る

こ
と
も

⑦
一
を
聞
い
て
―
―
を
知
る

⑨
ひ
い
て
木
を
切
り
ま
す

⑪
赤
、
白
、
八
丁
と
い
え
ば

⑫
授
業
が
始
ま
る
前
に
鳴
り
ま
す

⑭
４
月
１
日
の
エ
イ
プ
リ
ル
フ
ー
ル

に
は
つ
い
て
も
い
い
と
か

⑯
金
太
郎
は
長
じ
て
坂
田
―
―
と
な

り
ま
し
た

⑱
に
っ
こ
り
す
る
と
へ
こ
み
ま
す

⑳
精
製
し
て
ガ
ソ
リ
ン
を
作
り
ま
す

㉑
日
光
市
の
景
勝
地
の
一
つ
、
―
―

の
滝

Ｅ
↓
Ａ

☆
当
選
者
は

谷　

本　

敏　

子
さ
ん

川　

口　

千　

恵
さ
ん

丸　

田　

和　

江
さ
ん

村　

上　

久　

子
さ
ん

河　

村　

五
月
美
さ
ん

　

 

以
上
の
５
名
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

5 9 14 181

6 15 72

12 7 19 212

7 10 16 7

7 7 13 203

8 11 7 17 77

4

B

E

E

EB

A EF

E C

E E E

D

カ サシズシラチ
ワ イタリオホゴ
シ ユイテリツネ
ー ウトンコウズ
ク キラコンジミ
イ ビパヨパツト
ケ アンキスラリ

☆
先
月
号
の
こ
た
え
は

『
シ
ユ
ン
ミ
ン
』で
し
た

【全体運】追い風が吹き、予定をスムーズに進め
られます。考え過ぎず動きやすい方を選択する
のが正解。金運も良好
【健康運】血行を促進する軽いメニューがお薦め
【幸運を呼ぶ食べ物】 タラの芽

【全体運】注目を浴びる月。見られているのを意
識して積極的にアピールを。好結果が得られま
す。買い過ぎには気を付けて
【健康運】筋トレなど本格メニューで体力アップを
【幸運を呼ぶ食べ物】 ソラマメ

【全体運】あれこれ課題が出てくるときですが、
正面から取り組めばクリアできます。考えを整
理整頓して。部屋の片付けも◎
【健康運】注意力が散漫に。切り傷に気を付けて
【幸運を呼ぶ食べ物】 ノビル

【全体運】上昇運です。ゆっくりとですが、一つ
一つ前進していきます。連絡を小まめに入れる
と良い気を呼び込めます
【健康運】胃腸を大切に｡消化吸収の良いメニューにツキ
【幸運を呼ぶ食べ物】 アスパラガス

【全体運】イライラする要素が減り、行動範囲が
広がっていきます。「楽しみ」な予定を入れて、
生活にめりはりをつけて
【健康運】夜更かしは控えて。早起きしての散策は◎
【幸運を呼ぶ食べ物】 ルッコラ

【全体運】かみ合っていなかった状態が解消へ。
話し合いは焦らずゆっくりと進めて吉。身近な
人が味方になってくれます
【健康運】体を柔軟にする運動を多めに取り入れて
【幸運を呼ぶ食べ物】 タケノコ

【全体運】活躍が期待できます。やりたいことや
興味のあることを周りに伝えて。協力してくれ
る人が現れるはず
【健康運】オーバーワークに注意。休息を取って
【幸運を呼ぶ食べ物】 ミツバ

【全体運】忙しくなりそう。行動的なほどツキに
恵まれるので、頼まれ事はできるだけ引き受け
て。プレゼント運あり
【健康運】楽しみながらできる運動が◎。いろいろ試して
【幸運を呼ぶ食べ物】 フキ

【全体運】運勢は良好。友人との交流が多くのも
のをもたらしてくれそう。少し先の計画のため
の下調べも吉と出ます
【健康運】激しい運動や難しいメニューにも挑戦を
【幸運を呼ぶ食べ物】 ワラビ

【全体運】気分の優れないときに無理は禁物。ぎ
りぎりまで待った方がうまくいくことも。後半、
耳寄りな話が入ってきそう
【健康運】メンタルケアが大切。ハーブティーが味方に
【幸運を呼ぶ食べ物】 レタス

【全体運】慎重さが必要です。楽観視していると
足元をすくわれる恐れが。いつもの作業も丁寧
に。確認もしっかりと
【健康運】持病の悪化に気を付けて。日頃からケアを
【幸運を呼ぶ食べ物】 新タマネギ

【全体運】ちぐはぐだった状況が解消していき
ます。積極的なコミュニケーションで心の距離
も接近。買い物は後半が吉
【健康運】食事のバランスに気を使って。早寝にツキ
【幸運を呼ぶ食べ物】 トマト

毎月15日（当日消印有効）、当選者は次号でお知らせします。



お知らせ

JAび
えいからの
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春のオイル・タイヤ
キャンペーン実施中！

窓口
ホクレン美瑛北町給油所　☎92-2157
オートサービスセンター　☎92-2156

　４月１日㈭から「春のオイル・タイヤキャンペー
ン」を実施いたします。 
　期間中に「オイル交換」または「タイヤ予約・購
入」のお客様には、うれしい特典をご用意しておりま
す。皆さまのご来店をお待ちしております！ 
 
◆日程：令和３年４月１日㈭から５月31日㈪まで  
◆場所：ホクレン美瑛北町給油所
　　　　オートサービスセンター 
◆内容：①オイル交換時のエレメント半額サービス！ 

（軽および乗用車に限る・エレメントのみ
の購入は除く） 

　　　　　さらに、アロック会員ポイント進呈！ 
　　　　②タイヤ予約・購入（新品4本セット）で、

BOXティッシュ５箱プレゼント！
　　　　　さらに、タイヤ組替・バランス工賃・廃タ

イヤ処分料サービス！アロックＶＩＰ会員
なら店頭給油値引！ 

ホクレン配達燃料の盗難補償
（灯油・軽油）について 

窓口 ホクレン美瑛北町給油所　☎92-2157

　近年、全道的に灯油等の盗難被害が多発しておりま
す。そのため、お客様の安全・安心を目的に、当スタ
ンドでは盗難補償を付保していますのでお知らせしま
す。 
 
◆保証期間：令和３年４月１日㈭から
　　　　　　令和４年3月3１日㈭（１年間） 
◆補償対象：家庭用灯油および営農用燃料油
　　　　　　（灯油・軽油） 
◆補償内容
　①家庭用灯油 
　　１事故１ユーザーにつき５万円を上限（保証期間
中に１回のみ）とし灯油の盗難被害相当量を補填 

　②営農用燃料油 
　　１ユーザー１０万円を上限（保証期間中）とし灯
油・軽油の盗難被害相当量を補填 

　※過去配送履歴等にて使用数量、被害相当量を算出
　※補償にかかる費用負担はありません

◆盗難発生時対応
　①警察への盗難届提出（受理番号付与） 
　②北町給油所への盗難発生報告（上記受理番号が必
要） 

　③補償会社にて審査終了後、被害相当量を配送いた
します 

軽油・灯油用のホームタンク（490L）
無料巡回点検実施中です！

窓口 ホクレン美瑛北町給油所　☎92-2157

　軽油・灯油用のホームタンクは、年数が経つにつれ
腐食・サビ等によるトラブルの発生が増える傾向にあ
ります。 
 給油所では、ホームタンクのトラブルを未然に防ぐ
ため、JAの指定業者が点検にお伺いします。なお、
近年洗浄済みのお宅には点検に伺いませんのでご了承
願います。 
 
◆点検訪問日　４月２日㈮より巡回を行います。 
◆訪 問 業 者　石油共販㈱
◆点 検 内 容　タンク内外部および設置状況の点検  
◆洗 浄 料 金　ホームタンク一基 5,720円（税込）
　　　　　　　灯油配管パイプ内洗浄（２系統まで）

8,360円（税込） 
◆申 込 方 法　 点検訪問時または北町給油所
　　　　　　　（作業日は6月中旬以降予定）  
 

お客様から聞いたこんな話 
①４年間に２回も凍結して冬には大変な目にあった。 
②ストレーナーが凍結し、ひびが入り灯油を全部流し
てしまった。 
③毎年ストーブの使い始めの時、必ずストーブに水が
出てきて火が消える。 
④ボイラー燃焼停止により、お湯が使えなくなった。 
⑤農繁期にトラクターの燃料がつまり作業ができなか
った。 
 

■悪質な業者に注意を！■
　近年、美瑛町内で町外からの悪質な業者（JA
を名乗る、毎年の洗浄を勧める、現金支払いを求
める、基本料金は安いが、部品代で多大な金額を
請求する等）によるトラブルが発生しております。
当委託の業者は、委託証明書を持参しており現金
徴収を直接行いません。不審に思った場合は北町
給油所までご連絡ください。
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窓口 研修センター　☎92-0588

　美瑛町農業機械協議会では、4月1日㈭から6月30
日㈬までを「春の農作業安全運動期間」とし、『農作
業事故ゼロ運動』のぼり旗を各地域に立て、作業中の
事故防止を呼びかけています。この時期は、頻繁に農
業機械を使用します。農業機械の使用にあたっての危
険性が増大しており、より万全
を期した農作業安全対策が必要
となっています。 
　ヒヤリ事故や、うっかり事故
を起さないように注意し、農作
業事故防止に努めましょう。

農作業事故を未然に防ごう！

窓口 融資課　☎68-7015

主な資金の新規貸付利率

窓口

農業融資特別措置のご案内

融資課　☎68-7015

ＪＡ農業経営ステップアップローンの活用で、

令和３年度に限り、資金使途が
農地取得の場合、特別措置を講じます。 

◆特別措置の内容◆ 
ＪＡ農業経営ステップアップローン 
【農地取得に必要な資金】 
最　優　遇 
当初３年間　　年０.４％（固定金利） 
取扱期間：令和３年４月１日㈭～令和４年１月末 

2021.4.1以降の貸付決定案件より適用（単位：年％）

※４年目以降は、0.９％となります。（利子補給０.５％が終了するため。） 
※別途 保証料０.４％が必要となります。 
※担保不要　※個々の借入条件が異なる場合がございます。 

0.80
貯金利率+0.50

2.50
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2.30
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借換特例
の場合
1.30

農地取得
の場合
0.90

住　宅
自動車
その他

3年固定
5年固定
10年固定

3年固定
5年固定
10年固定

固定変動
金利選択

固定変動
金利選択
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－
－
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1.30

1.30

1.30
－
－
1.30
1.30
－
－
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－
－
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1.75
1.90
1.90
1.90
2.00
1.75
－
－
－
1.75
－
－
－
1.90

クミカン
貯金担保貸付
共済担保貸付
農産物見返貸付
短期証書貸付
制度資金等つなぎ資金

JAフルスペックローン

JA農業経営ステップアップローン

JAエクスチェンジローン
ＪＡ農業経営維持継続資金
JA農業経営緊急支援資金
JA新規就農応援資金
JA再生可能エネルギー施設等資金
JA農業後継者応援資金
JA中核農業者応援資金
JA担い手経営対策資金
負債整理資金
新規就農支援資金
当座貸越
カードローン
貯金担保貸付
共済担保貸付
住宅ローンつなぎ資金

農家経済改善資金

マイカーローン
フリーローン

住宅ローン

リフォームローン

教育ローン

事業資金

区分 資　金　名 固定金利 変動金利 備考

短
　
期
　
資
　
金

農
　
業
　
資
　
金長
　
期
　
資
　
金

短
　
期
　
長
　
期

生
　
活
　
資
　
金
長
　
期
　
資
　
金

短
期
長
期

事
業
資
金

住宅ローン金利と同率

個別に定める

正組合員に限る

3年経過後再設定
5年経過後再設定
10年経過後再設定（新設）

3年経過後再設定
5年経過後再設定
10年経過後再設定（新設）

窓口 研修センター　☎92-0588

　この度、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点か
ら、例年開催しております春の農機具・自動車展示会
およびアルーダオープンフェアについて、中止させて
いただくこととなりました。
　開催を楽しみにされていた皆さまには大変申し訳ご
ざいませんが、ご理解の程よろしくお願いいたします。
　なお、アルーダJAびえいオープンにともない、規
模を縮小し下記の日程で町内組合員の皆さま向けに中
古農機具等の優先販売会を開催いたします。
　当日は、小型トラクター・管理機、軽トラックの展
示販売も予定しています。組合員の皆さまのご来場を
お待ちしております。

◆日　時　　4月２日㈮　午前9時～午後2時まで
◆場　所　　中古農機常設展示場

アルーダJAびえいオープン!!

窓口 営農部　☎68-7014 

　営農部営農支援課の廣瀬営農指導員の出勤日が、4
月1日㈭より、月曜日・水曜日・金曜日のみに変更に
なります。 
 組合員の皆さまにはご不便をおかけいたしますが、
ご理解をお願いいたします。 

営農指導員の出勤日が変わります!
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丘のおかし アレンジレシピ♪丘のおかし アレンジレシピ♪
　毎月１つ、丘のおかしシリーズを使ったアレ
ンジレシピをご紹介！ 
　今回のメニューは、忙しい朝にもピッタリの
「焼きとうきびチーズトースト」です。
 
◆材　料
　食パン…………1枚 

　とろけるチーズ
　　…お好きなだけ 

　丘のおかし
　焼きとうきび
　　…お好きなだけ 

◆作り方
　①食パンにとろけるチーズを乗せ、お好みの時間ト
ーストします。 

　② ①に「丘のおかし焼きとうきび」をたっぷりトッ
ピングして完成です！

　Point!
　一緒にトーストする場合は、
「丘のおかし焼きとうきび」
の上にチーズを乗せてくださ
い。 
　簡単にできるので、新生活で
初めて自炊をする皆さんにも
おすすめです！ 

今回使ったのは……焼きとうきび

令和３年度　機械作業標準料金表

窓口 農機研修センター　☎92-0588

プ ラ ウ
リバーシブルプラウ
サブソイラ－･プラソイラ－
ロータリーハロー
ロータリーハロー
ロータリー
水田代掻きロータリー
ヘビーカルチ等
ブロードキャスター
ライムソアー
マニアスプレッター
融雪剤散布機
フロントローダー
総合播種機
グレンドリル
ポテトプランター
ビート移植機
田植機
カルチベーター
施肥カルチ
ロータリーカルチ
　　〃　　培土付
ブームスプレーヤー
ビークル
モアーコンディショナ
ジャイロテッター
ジャイロレーキ
ロールベーラー
ラッピングマシーン
フォレージハーベスター
コーンハーベスター
ラッピングワゴン

10a
10a
時計時間
10a
10a
10a
10a
時計時間
10a
10a
時計時間
10a
時計時間
10a
10a
10a
10a
10a
10a
10a
10a
10a
10a
10a
10a
10a
10a
糸付1個
1個
10a
10a
10a

800
1,000
1,500
1,500
2,000
2,200
3,000
1,000
100
150

2,000
600

3,000
400
600
900

2,200
6,000
200
300
800

1,000
300
600

1,300
200
200

1,200
600

2,000
2,000
250

3本爪　深さ45㎝基準　
正転ロータリー1回掛　2回以上協議
逆転ロータリー1回掛
水田耕起
仕上げ迄

土改材は50円増
土改材は50円増
4トン基準
スノーモービルも同じ
70～90馬力　トラクター本機5割増
豆類、コーン
小麦専用
2畦
2畦、施肥機、センサー付
成苗ポット500円増

水田

1.5m×1.2m　ロール乾草基準
フィルム別途

機械名 単位 標準料金 備考

耕
起
・
砕
土
・
整
地

肥
料
・
石
灰
・
堆
肥
散
布

播
種
・
移
植

中
耕
・
除
草
・
管
理

牧
草
・
コ
ー
ン
収
穫

コンバイン（水稲）
スイートコーンハーベスター
ポテトデガー
ポテトリーフチョッパー
ポテトハーベスター
ビーンハーベスター
ビーンスレッシャー
ビートタッパー
ビートハーベスター
豆コンバイン
ビートトレーラー
ホイールタイプ4WD
50～69馬力
70～95馬力
96～105馬力

クローラタイプ
95馬力以下
100馬力以上
ストーンピッカー
除雪機
スノーブロワー
オペレーター料金
移動搬送料金
パワーハロー

10a
10a
10a
10a
10a
10a
10a
10a
10a
10a
時計時間

時計時間
時計時間
時計時間

時計時間
時計時間
時計時間
時計時間
時計時間
時計時間
5㎞未満
10a

10,000
3,000
800
300

10,000
3,000
2,500
500

4,000
8,000
1,000

1,800
2,000
2,500

4,000
5,000
5,000
5,000
2,000
1,200
1,500
1,000

倒状は割増協議

茎葉処理
トラクター

大豆2割増

タッパー付料金、タッパー無しは▲500円
倒伏は割増双方協議

セミクローラは1,000円割増
セミクローラは1,000円割増
セミクローラは1,000円割増
それ以上は10馬力増すごとに250円加算

30馬力クラス基準、それ以上は双方協議

1㎞増すごとに100円

機械名 単位 標準料金 備考

収
　
　
穫
　
　
機

ト
ラ
ク
タ
ー

そ
　
の
　
他

単価：円（消費税別）

※ 料金は本機のみです。

《例として》耕起作業の場合
※10aの場合
　リバーシブルプラウ
　トラクター（85馬力）
　オペレータ料金

※100aの場合
　リバーシブルプラウ
　トラクター（85馬力）
　オペレータ料金

※但し、地形・地質・面積等により異なりますので、双方協議願います。
※トラクター本機とエンジン付機械の燃料は、利用者の負担になります。
※作業時間1時間未満は、1時間とみなします。

10a
1時間
1時間

100a
2時間30分
2時間30分

1,000円
2,000円
1,200円

10,000円
5,000円
3,000円

合計4,200円

合計18,000円



協
同
の  287億99百万円

73億60百万円
11億19百万円
57億03百万円

貯 金 高
貸 付 高
出 資 金
固定資産

 754人
1,877人

正組合員
准組合員

組合員数

  

発生件数　　２件（２件）《０件》
　　負傷　　２人（２人）《０人》
　　死亡　　０人（０人）《０人》

（　）は２年度累計　《　》は昨年同期累計
※負傷者数は農業労災加入者統計より

（３月15日現在）

　４月になり、新生活を開始している皆さん、おめでとうご
ざいます！この季節になると、何か新しいことを始めたい気
持ちでワクワクします。でも、何をどれだけ考えても、やり
たいこと＝ダイエットという結論に……。　
　やりたいことが進歩しないのは、自分の中身が成長してい
ないせい。外見の成長（横）の著しさと、中身の変わらない
ところは、反省すべき点ですね。……と考えつつチョコレー
トを頬張っています。（麻）

編集後記

ち
か
ら

の主な行事予定4月

気をつけましょう！
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令
和
3年
4月
1日（

毎
月
1回
発
行
）

昭
和
45年

3月
5日
第
3種
郵
便
物
認
可

毎
月
1日
発
行

1167
熊
谷
留
夫

総
務
部
　
　

㈱
須
田
製
版

６日（火）

９日（金）

２９日（木）

第70回通常総代会 

年金友の会定期総会 

昭和の日 

第35回理事会　2月22日㈪

理事会の報告

■議案審議事項 
議案第１号　学識経験理事および員外監事の候補者推薦につ

いて 
・原案どおり承認されました。 
議案第２号　全域区の役員推薦委員変更の一任について 
・原案どおり承認されました。 
議案第３号　令和２年度決算関係書類原案の承認について 
・原案どおり承認されました。 
議案第４号　令和３年度事業計画について 
・原案どおり承認されました。 
議案第５号　令和２年度下半期出資金の減口・譲渡について 
・原案どおり承認されました。 
議案第６号　行政庁検査に係る指摘事項の改善、対応状況等

報告について 
・原案どおり承認されました。 
議案第７号　規程類の改正について 
・原案どおり承認されました。 
議案第８号　減損会計グルーピングの方針変更について 
・原案どおり承認されました。 
議案第９号　リスク管理債権に係る対応方針について 
・原案どおり承認されました。 

※百万円未満四捨五入（令和３年２月末）

職 員 の 動 き

お世話になりました（3月31日付）

敬称略 
【　　　】内は退職前の所属部署と勤続年数

佐　藤　　　靖 
【畜産部部長／41年】  

山　田　直　樹 
【総務部審議役／28年11カ月】  

髙　橋　正　明 
【販売部施設物流課課長／
　　　　　　　　　　41年1カ月】  

三田村　絵　美 
【総務部審査・庶務課課長／23年】  
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